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 できました

GEOMIYAGE
人事異動
西予市空き家情報ページが誕生
その空き家、活用してみませんか？

不妊治療費の一部を補助
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　 現 在、 平 成 28
年度の第一次募集
を行っています。
詳しくはお問い合
わせください。
▶対象となるもの
　以下の４つに対
して助成可能。
①市内での起業
②特産品開発
③市産品販路拡大
④農家民宿・農家レストランなどの新規創業
▶限度額　100 万円
▶募集期限　5 月 31 日（火）
▶審査方法
　募集期間終了後、書類審査と審査会でのヒア
リングを実施。
問　経済振興課☎ 0894（62）6408

起業・商品開発などに
使える助成金

井上さんが使った

  助成金はこれ！

 で き ま し た

GEOMIYAGE
カルストマドレーヌ（野村町）
抹茶入りのマドレーヌで大地を
表現。上に乗るのは砂糖で白く
したクルミ。カルスト台地を覆
う石灰岩に見えるでしょ。野村
町産の牛乳とバターを使用。

アンモナイトサブレ（城川町）
城川町田穂で発見された貴重
な化石を、ブラックココアサ
ブレで立体的に表現。さくさ
くした軽い歯ごたえが特徴。

わらぐろミニケーキ（宇和町）
稲わらを積んだ冬の風物詩わら
ぐろを、マフィンとココナッツ
で表現。マフィンには宇和茶を
粉末にしたものを練りこんでい
るので、風味も豊か。

段畑ケーキ（明浜町）
抹茶のパウンドケーキで段畑を表
現。明浜町産のみかんジャムを使用。

須崎海岸パイ（三瓶町）
地殻変動で地層が縦になって
いる様子を、チョコレートと
カステラのパイ生地で表現。
三瓶町特産ニューサマーオレ
ンジのマーマレードを使用し
ているため、甘みもさわやか。 四国西予ジオパークの代表的なジ

オスポットをかたどった焼き菓子
GEOMIYAGE（ジオ土産）が誕生
しました。原材料は宇和茶やニュー
サマーオレンジなど、ご当地が誇
る特産品。西予市を象徴するお土
産として、人気を呼んでいます。

　
「
合
併
し
て
12
年
。
旧
町
ご
と
の
お
土

産
は
あ
る
の
に
、
未
だ
西
予
市
を
象
徴

す
る
お
土
産
が
な
い
こ
と
が
、
ず
っ
と

気
が
か
り
だ
っ
た
ん
で
す
」。

　

こ
う
話
す
の
は
、
野
村
町
で
洋
菓
子

店
を
営
ん
で
い
る
井
上
忠
明
さ
ん
。
知

人
か
ら
お
土
産
と
し
て
伊
豆
半
島
の
ジ

オ
菓
子
を
も
ら
っ
た
と
き
に
「
西
予
市

で
も
同
じ
よ
う
な
も
の
が
で
き
る
の
で

は
？
」
と
ひ
ら
め
い
た
こ
と
が
、
ジ
オ

土
産
誕
生
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
言
い

ま
す
。

公
開
セ
ミ
ナ
ー
、
助
成
金
活
用
も

　

市
を
象
徴
す
る
お
土
産
を
、
四
国
西

予
ジ
オ
パ
ー
ク
を
テ
ー
マ
に
焼
き
菓
子

で
創
り
た
い
―
。
思
い
を
膨
ら
ま
せ
る

日
々
の
中
、
チ
ラ
シ
で
市
地
域
雇
用
創

造
促
進
協
議
会
（
市
役
所
経
済
振
興
課

内
）
が
主
催
す
る
公
開
セ
ミ
ナ
ー
の
存

在
を
知
っ
た
井
上
さ
ん
。
内
容
は
ジ
オ

の
恵
み
を
生
か
し
た
特
産
品
開
発
を
学

ぶ
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
「
迷
わ
ず
参
加
を
申
し
込
み
ま
し
た
。

す
る
と
、
興
味
の
あ
る
事
業
所
さ
ん
は

製
作
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
と
レ
シ
ピ
を

提
示
い
た
だ
い
て
。
そ
れ
を
元
に
自
分

な
り
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
作
っ
た
の

が
、
ジ
オ
土
産
で
す
。
ち
な
み
に
須
崎

海
岸
パ
イ
は
、
昨
年
市
観
光
協
会
三
瓶

支
部
が
主
催
し
た
ジ
オ
ス
イ
ー
ツ
コ
ン

テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
に
な
っ
た
も
の
を

ア
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
」
と
井
上
さ
ん
。

　

レ
シ
ピ
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
に
あ
た
っ

て
、
ま
ず
は
自
分
の
目
で
市
内
の
ジ
オ

ポ
イ
ン
ト
を
見
て
回
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
た
。
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
場
所
も

あ
り
、
ガ
イ
ド
か
ら
説
明
を
受
け
る
た

び
「
す
ご
い
場
所
が
市
内
に
あ
る
も
ん

や
な
あ
と
感
動
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

構
想
か
ら
販
売
ま
で
は
約
１
年
。
セ

ミ
ナ
ー
参
加
を
き
っ
か
け
に
市
の
助
成

金
を
知
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
に

も
こ
だ
わ
る
こ
と
が
で
き
た
と
笑
顔
を

見
せ
ま
す
。　

　

反
響
は
上
々
。「
わ
ら
ぐ
ろ
が
か
わ
い

い
」「
い
ろ
ん
な
味
が
楽
し
め
る
の
が
い

い
」
な
ど
、
感
想
が
届
い
て
い
ま
す
。

そ
の
夢
、
叶
う
か
も

　

市
地
域
雇
用
創
造
促
進
協
議
会
が
公

開
セ
ミ
ナ
ー
で
発
表
し
た
開
発
商
品

は
、
同
協
議
会
の
ブ
ロ
グ
で
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
公
開
セ
ミ
ナ
ー
だ
な
ん
て
、
そ
れ

ま
で
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
参
加
し
て

分
か
っ
た
こ
と
は
、
自
分
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
と
な
る
も
の
が
必
ず
見
つ
か
る
と

い
う
こ
と
。
新
商
品
を
作
っ
て
み
た
い

事
業
者
さ
ん
は
ぜ
ひ
協
議
会
の
ブ
ロ
グ

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

し
、
叶
え
た
い
夢
が
あ
る
人
は
助
成
金

な
ど
を
活
用
し
て
実
際
に
挑
戦
し
て
み

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
井
上

さ
ん
は
に
っ
こ
り
。

　

現
在
、
市
で
は
起
業
や
商
品
開
発
な

ど
に
活
用
で
き
る
助
成
金
の
第
一
次
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
叶
え
た
い
夢
が

あ
る
人
に
と
っ
て
は
チ
ャ
ン
ス
。
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

野村町の洋菓子店「パティスリーかしは
な」（☎ 72-2758）を経営するパティシエ。

西
予
市
を
象
徴
す
る

お
土
産
を
創
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。

井
上
忠
明
さ
ん
（
44
）

い
の
う
え
・
た
だ
あ
き

GEOMIYAGE を大解剖

5つセットで1500円（消費税込み）。「今後、市内の土産物店でも販売していきたい」と井上忠明さんは話します。

巻
頭
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CITY　TOPIC
S

　周木診療所（三瓶町）の開院式が３月 30 日（水）
に行われました。旧周木小学校横、保育園跡地に
新設したものです。
　以前の診療所は開院から 45 年が経過して老朽
化が進み、海抜も低い場所にあったため、南海ト
ラフ大地震が発生した場合は津波の心配もありま
した。総事業費は 8950 万円。三好市長は「地域
医療を守ることにもつながるので、ぜひ活用して
ほしい。小学校跡地の利活用についても、この診
療所を核に可能性を広げてほしい」と述べました。

　市は現在、民間の創意工夫を最大限活用したま
ちづくりを推進しています。民間の資金とノウハ
ウを公共サービスに活用するため、市内事業者を
対象に「PPP/PFI」手法の導入を推進、勉強会を
開催しています。
　勉強会は既に２回終了していますが、途中から
の参加も可能。次回は 5/19（木）午後１時 30
分～ 3 時 30 分まで、市商工会本所２階会議室で
開催予定。ぜひご参加ください。（総合政策課☎
0894-62-1455）

　市が平成産業有限会社（宇和町久保）と災害時
における廃棄物処理の協定を締結。大規模な災害
が発生したとき、地震などで崩壊した建物の解体
撤去に伴って発生する災害廃棄物の仮置き場や処
分について、平成産業有限会社が協力して取り組
む協定を結びました。
　三好市長は「災害時に、廃棄物をいち早く仮置
きできる場は非常に大事。素早い復興にもつなが
るため、この調印を契機により一層ご協力いただ
きたい」と謝辞を述べました。

　第 19 回日本学生ハーフマラソン選手権大会（３
月６日）で、野村町出身の林竜之介さん（東海大
4）がラスト 100 メートルの激しい競り合いを制
し、1 時間 3 分 07 秒で優勝しました。
　３月 11 日（金）に来庁し、市長に優勝報告を
した林さん。「ラストの競り合いはかなりきつかっ
たけれど、余裕があった」とにっこり。
　最後の箱根駅伝を来年迎えることに対して「青
山学院大学の勢いはまだ強いけれど、いずれ東海
大学の時代を作れたら。４年生として復路を任さ
れる可能性が高いと思いますが、チームの状況に
合わせて、どこを任されても良い走りができるよ
うに準備したい」と意気込みを語りました。
　大学卒業後は実業団入りを予定している林さ
ん。「西予は自然豊かで人も温かく、本当にすば
らしい古里。皆さんのおかげで今の自分がありま
す」と感謝の言葉を口にしていました。
Profile　はやし・りゅうのすけ
　1994 年８月生まれ。野村町野村出身。野村中学校では
野球部主将として活躍するも陸上を志し、宇和高校、東海
大学と進学。2016 年１月の箱根駅伝では８区を区間６位
の好成績で力走し、東海大学総合５位に貢献。

　せいよ女性の会では、女性の視点
やアイデアを市政へ反映していくこ
とを目的に、行政との意見交換会を
行っています。今年度は３月 11 日

（金）に実施。会員約 90 人が参加
しました。行政側から説明があった
ものは次の３つです。
①西予市の防災について
　…危機管理体制や自主防災組織の
現状、さらに女性の視点からできる
ことなど。（危機管理課）
②第二次西予市健康づくり計画について
　…西予市の人口、死因や介護が必
要になった原因、特定健診結果など
から見える健康課題と第二次健康づ
くり計画の方向性について。（健康づくり推進課）
③地域包括ケアシステムについて
　介護保険について、市の現状と介護保険のサービスと課題。住み慣れた地域で生き生きと暮らすため
には公助・共助・自助・互助が必要。（長寿介護課）
　女性の視点で取り組めることや、新たに始めることができるアイデアは何か。参加者たちは各自が考え、
意見交換を行っていました。

行政との意見交換会

女性の力で未来を考える

平成産業有限会社と協定

災害時、廃棄物処理の協定

卯之町「はちのじ」まちづくり整備事業

勉強会に参加しませんか

野福峠さくら祭り

峠に 750 人、春を楽しむ　
日本学生ハーフマラソン選手権優勝

林 竜之介さん (東海大4) 今後を語る

広さは今までの 1.5 倍

周木保育園跡地に診療所

　絶景が眼下に広がる桜の名所 野福峠（明浜町）
で３月 27 日（日）、野福峠さくら祭りを開催。温
かな春の日差しに誘われて、市内外から親子連れ
など約 750 人が峠に集まりました。
　今回、新たなイベントとして流しそうめんを実
施。同峠ではえひめいやしの南予博開催に合わせ、
連なる峠を利用した日本一長い 3.5km の流しそ
うめん「Nagashi Somen Challenge」を８月に
開催予定。５月からは月１回、ワークショップも
行うとのことです。
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　表彰＆市政ＮＥＷＳ

農
業
委
員
19
人
の
任
命
な
ど

議
案
88
件
が
原
案
ど
お
り
可
決

　

平
成
28
年
第
１
回
西
予
市
議
会
定
例

会
が
２
月
29
日
（
月
）
か
ら
3
月
17
日

（
木
）
の
会
期
で
開
か
れ
、
承
認
１
件
、

議
案
85
件
、
諮
問
２
件
、
議
員
発
議
１

件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定

◉�

西
予
市
研
修
基
金
条
例
…
国
内
外
で
の

研
修
を
通
じ
て
、
地
域
づ
く
り
に
貢
献

す
る
人
材
の
育
成
と
交
流
を
促
進

◉�

西
予
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
…

西
予
市
を
愛
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
応

援
す
る
た
め
に
寄
附
さ
れ
た
寄
附
金

を
、
ま
ち
づ
く
り
の
財
源
と
す
る

◉�

西
予
市
子
ど
も
教
育
振
興
基
金
条
例

…
西
予
市
の
未
来
を
担
う
児
童
生
徒

の
教
育
振
興
に
必
要
な
財
源
に
充
て

る
基
金
を
設
置
す
る

◉
西
予
市
立
病
院
看
護
師
等
奨
学
資
金
貸

与
条
例
…
助
産
師
と
看
護
師
の
確
保
を
図

る
た
め
、
奨
学
資
金
を
貸
与
す
る

　

ほ
か
、
条
例
制
定
５
件

条
例
の
一
部
改
正

◉�

西
予
市
立
幼
稚
園
に
お
け
る
保
育
料

等
徴
収
条
例
…
子
ど
も
子
育
て
支
援

法
施
行
令
で
定
め
る
額
を
限
度
と
し

て
規
則
で
定
め
る

◉�

西
予
市
道
路
占
用
料
金
徴
収
条
例
及

び
西
予
市
公
共
物
管
理
条
例
…
非
営

利
目
的
に
よ
る
占
用
物
件
に
対
し

て
、
道
路
占
用
料
と
公
共
物
使
用
料

を
免
除
す
る
こ
と
で
住
民
負
担
の
軽

減
を
図
る

　

ほ
か
、
条
例
の
一
部
改
正
14
件

条
例
の
廃
止

◉
西
予
市
三
好
等
奨
学
基
金
条
例
等

◉�
西
予
市
霊
柩
自
動
車
条
例
…
本
市
が

行
う
霊
柩
自
動
車
運
送
事
業
を
廃
止

工
事
の
請
負
契
約
締
結

　

林
道
東
津
野
城
川
線
（
安
尾
地

区
）
地
す
べ
り
災
害
復
旧
工
事
…
山
本

建
設
株
式
会
社
（
城
川
町
下
相
）
と

１
億
５
２
２
８
万
円
で
工
事
請
負
契
約

を
締
結
。

財
産
の
無
償
譲
渡
・
貸
与

◉�

宅
地
（
宇
和
町
大
江
の
集
会
所
用
地
）

…
大
江
部
落
自
治
会
に
よ
り
地
元
集
会

所
の
自
主
的
な
管
理
運
営
を
図
る
た
め

◉�

旧
西
予
市
立
狩
江
小
学
校
校
舎
…
地

域
の
交
流
拠
点
施
設
と
し
て
活
用
す

る
た
め
、
施
設
の
一
部
を
事
務
所
と

し
て
利
用
す
る
株
式
会
社
地
域
法
人

無
茶
々
園
と
、
木
工
品
企
画
制
作
販

売
事
業
と
し
て
利
用
す
る
酒
井
建
設

へ
無
償
貸
与
。

総
合
計
画
基
本
構
想
の
策
定

　

本
市
最
上
位
計
画
と
し
て
の
位
置
付

け
の
下
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
示
す
も
の
と
し
て
第
２
次
西
予
市

総
合
計
画
の
基
本
構
想
を
策
定
。

同
意

【
人
権
擁
護
委
員
】

　

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委
員
候

補
者
の
推
薦
（
敬
称
略
）。

◉
谷
本
英
樹
（
野
村
町
野
村
）
再
任

◉
井
上
尚
喜
（
野
村
町
惣
川
）
新
任

【
農
業
委
員
会
委
員
】

　

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員

の
任
命
（
敬
称
略
）。

◉
西
森
真
一
郎
（
明
浜
町
俵
津
）

◉
山
村
庄
三
（
明
浜
町
宮
野
浦
）

◉
別
宮
淳
二
（
宇
和
町
河
内
）

◉
三
好
一
正
（
宇
和
町
清
沢
）

◉
松
末
正ま

さ
し（
宇
和
町
山
田
）

◉
水
口
秀
昭
（
宇
和
町
明
石
）

◉
田
中
基も
と
き季
（
宇
和
町
伊
賀
上
）

◉
兵
頭
栄
一
（
宇
和
町
下
川
）

◉
増
田
満み
つ
な
が永
（
野
村
町
阿
下
）

◉
井
上
治は
る
の
ぶ宣
（
野
村
町
阿
下
）

◉
平
田
将
三
（
野
村
町
野
村
）

◉
谷
口
税み
つ
ぎ（
野
村
町
富
野
川
）

◉
大
野
実
（
野
村
町
惣
川
）

◉
上
甲
好
文
（
野
村
町
長
谷
）

◉
志
波
豊
（
城
川
町
魚
成
）

◉
上
山
善よ
し
き喜
（
城
川
町
野
井
川
）

◉
泉
原
猛た
け
お男
（
城
川
町
窪
野
）

◉
菊
池
マ
キ
子
（
三
瓶
町
和
泉
）

◉
宇
都
宮
久
幸
（
三
瓶
町
皆
江
）

土
地
改
良

　

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
に
よ
り
、

城
川
町
今
田
地
区
、
宇
和
町
上
成
地
区
、

城
川
町
男
河
内
地
区
で
土
地
改
良
事
業

を
行
う
。

補
正
予
算

　

事
業
費
の
確
定
に
よ
る
平
成
27

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
。

３
億
６
３
３
万
３
０
０
０
円
を
減
額

（
第
６
号
）、
２
９
７
４
万
１
０
０
０
万

円
を
増
額
（
第
７
号
）
し
、
予
算
の
総

額
を
２
９
４
億
５
０
３
２
万
１
０
０
０

円
と
す
る
。

◉�

電
算
シ
ス
テ
ム
開
発
導
入
事
業

（
３
３
６
０
万
５
０
０
０
円
）
…
国
の

進
め
る
地
方
公
共
団
体
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
強
化
対
策
と
し
て
、
必
須
条

件
で
あ
る
基
幹
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

二
要
素
認
証
に
か
か
る
経
費
を
計
上
。

◉��

バ
ス
路
線
対
策
維
持
事
業

（
１
６
８
２
万
３
０
０
０
円
）
…
宇
和

島
自
動
車
が
運
子
す
る
生
活
交
通
バ

ス
路
線
の
補
助
対
象
事
業
費
確
定
に

よ
り
補
助
金
を
増
額
。

◉�

ほ
か
補
正
予
算
…
西
予
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
ほ
か
、
特
別
会
計
補
正
予
算
９

件
、
公
営
企
業
会
計
補
正
予
算
２
件
。

新
年
度
当
初
予
算

　

平
成
28
年
度
西
予
市
一
般
会
計
予

算
、
特
別
会
計
予
算
、
公
営
企
業
会
計

予
算
に
つ
い
て
は
、
関
連
記
事
を
Ｐ
８

～
９
に
記
載
。

　土砂災害防止に関する絵画コンクールで、大塚慶祐
くんが優秀賞（事務次官賞）を受賞。応募総数 3646
点の中から、小学生の部で第２席相当に輝きました。
　コメント「土砂崩れの映像を見て、怖いなあって
思ったことがあるから『こわいどしゃくずれ』とい
う文字を入れたよ。見た人が、雨がたくさん降った
ときは早く逃げようって思ってくれたらいいな。
　絵を描くことは大好き。受賞したとき、先生やお
父さんお母さんからすごいと言われたのがうれし
かった。４月から２年生になったよ。絵はもちろん、
これからは漢字をがんばって勉強したいな」

絵
画
で
国
土
交
通
事
務
次
官
賞

大
塚　

慶
祐
く
ん（
田
之
筋
小
２
）

＝
宇
和
町
明
石
＝

平
成
27
年
度
土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る
作

文
・
絵
画
（
絵
画
・
小
学
生
の
部
）

全国
２席

市
議
会

第
１
回
定
例
会

堀内遥平さんと皆田小学校が
キラリ西予大賞を受賞

　全国レベルの大会で優勝、もしくはそれに値する成
績（入賞）をおさめ、西予市の名声を高めて市民に
夢と希望を与えた人に「キラリ西予大賞」が授与さ
れました。今回は２組が受賞。平成 19 年から現在ま
で計 60 組が受賞しています。
▶堀内遥

ようへい

平さん（中京大１）＝写真＝
　…第 70 回国民体育大会陸上少年男子Ａ競技やり
投げ　第３位
▶皆田小学校（写真下）…2015 年度防災教育チャレ
ンジプラン活動報告会　防災教育優秀賞

県
内
初

皆
田
小
学
校
が
防
災
教
育
優
秀
賞

　

２
０
１
５
年
度
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
活
動
報
告
会
（
２
月
20
日
・

東
京
都
）
で
、
皆
田
小
学
校
が
発
表
し

た
「
ジ
オ
と
向
き
合
っ
た
防
災
教
育
」

が
優
秀
賞
を
受
賞
。
全
38
点
の
応
募
の

中
か
ら
大
賞
に
次
ぐ
２
席
に
輝
き
ま
し

た
。
県
内
初
の
受
賞
で
す
。

　

平
成
25
年
か
ら
ジ
オ
の
特
性
を
生
か

し
た
防
災
教
育
に
取
り
組
み
続
け
て
い

る
皆
田
小
学
校
。
児
童
ら
は
自
ら
の
足

で
地
域
を
歩
き
、
土
地
の
地
形
や
地
質
、

石
の
性
質
な
ど
を
観
察
。
防
災
マ
ッ
プ

を
手
作
り
し
ま
し
た
。

　
「
昔
、
災
害
で
で
き
た
扇
状
地
が
今

は
ぶ
ど
う
畑
と
な
っ
て
、
ジ
オ
の
恵
み

を
育
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
た
」「
実

験
し
て
み
て
、
地
震
で
液
状
化
が
起
こ

る
し
く
み
が
分
か
っ
た
」
な
ど
と
授
業

の
感
想
を
語
っ
た
児
童
た
ち
。
一
人
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
宅
も
一
軒
ず
つ
訪
問

し
「
も
し
も
の
と
き
は
私
た
ち
が
大
人

の
人
に
知
ら
せ
ま
す
」
と
約
束
を
交
わ

し
た
と
こ
ろ
、
学
校
に
は
感
謝
の
手
紙

も
届
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

児
童
代
表
の
冨
永
彩さ

き生
さ
ん
（
12
）

は
「
受
賞
は
こ
の
取
り
組
み
を
続
け
て

き
た
先
輩
方
の
お
か
げ
。
ジ
オ
パ
ー
ク

に
つ
い
て
教
育
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
は
防
災
学

習
を
通
し
て
四
国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
の

す
ば
ら
し
さ
や
命
を
守
る
大
切
さ
を
学

ん
だ
の
で
、
そ
れ
を
い
ろ
ん
な
人
に
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
今
後
の
目
標

を
述
べ
ま
し
た
。
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企業会計 平成 28 年度 対前年度比

水道事業会計

収益的収入 7 億 2083 万円 -2.8％
収益的支出 7 億 5073 万円 -3.0％
資本的収入 １億 3255 万円 -63.4％
資本的支出 ３億 7776 万円 -37.9％

病院事業会計

収益的収入 34億  6318 万円 1.4％
収益的支出 41億 1763 万円 3.6％
資本的収入 1 億 4496 万円 -16.3％
資本的支出 4 億  889 万円 29.5％

野村介護老人保
健施設事業会計

収益的収入 5 億  505 万円 11.6％
収益的支出 5 億 1622 万円 2.8％
資本的収入 １億 8143 万円 235.1％
資本的支出 １億 8449 万円 145.8％

小計

収益的収入 46億 8906 万円 1.8％
収益的支出 53億 8458 万円 2.5％
資本的収入 ４億 5894 万円 -22.1％
資本的支出 ９億 7114 万円 -2.8％

特別会計 平成28年度 対前年度比
授産場特別会計 2077 万円 1.3％
住宅新築資金等貸付事業特別会計 251 万円 -10.8％
育英会奨学資金貸付特別会計 5115 万円 38.5％
国民健康保険特別会計（事業勘定） 63億5782 万円 1.0％
俵津診療所会計 1065 万円 18.1％
狩江診療所会計 2912 万円 -54.0％
高山診療所会計 3815 万円 -17.8％
惣川診療所会計 1347 万円 3.0％
土居診療所会計 8888 万円 -4.6％
遊子川出張診療所会計 559 万円 0.8％
二及診療所会計 7833 万円 1.1％
周木診療所会計 5265 万円 -61.8％
後期高齢者医療特別会計 6 億 3516 万円 4.9％
介護保険特別会計 57億　759 万円 2.0％
簡易水道事業特別会計 １億 6571 万円 8.9％
農業集落排水事業特別会計 4 億 2582 万円 5.0％
公共下水道事業特別会計 8 億 6824 万円 -3.4％
小計 145億5161 万円 0.6％

事業名 事業費
議会費
議会運営事業（タブレット端末導入経費） 254 万円
総務費

【新規】明浜支所庁舎建設事業 1988 万円
ジオパーク推進事業 4075 万円
移住交流促進事業 1424 万円
卯之町はちのじまちづくり推進事業 302 万円

【新規】駅前エリア整備事業 6114 万円
【新規】商店街エリア整備事業 3914 万円
民生費
民間保育所運営費負担金支払事業 6 億 2407 万円
健康総合対策事業 34 万円

【新規】特定不妊治療助成事業 261 万円
衛生費
宇和清掃センター管理運営事業（旧焼却施設解体） １億 9134 万円
汚泥再生処理施設整備事業 19 億 4457 万円
労働費
創業支援実践事業 939 万円
農林水産業費
農業後継者育成事業 9228 万円
養蚕振興事業 80 万円
野村青汁工場管理運営事業 5069 万円
林業開設・舗装等事業 6 億 4661 万円
田之浜（高山）漁港越波防止対策事業 5820 万円
商工費

【新規】えひめいやしの南予博2016自主企画支援事業 150 万円
市産品販売促進支援事業 300 万円

【新規】せいよを売り込むプロジェクト事業 798 万円
土木費
市道新設・改良事業 8 億 6561 万円

【新規】安土・日吉崎地区雨水公共下水道事業 3530 万円
地域住宅交付金事業 ２億 4042 万円
消防費
消防活動業務事業（空気ボンベ充填設備整備） 615 万円
常備消防施設整備事業（惣川ヘリポート整備等） 3770 万円
防災行政無線デジタル整備事業 ７億 5953 万円
教育費
小・中学校情報教育振興事業 4641 万円
米博物館リノベーション事業 2253 万円
愛媛国体総務庶務事業（リハーサル大会） 7804 万円
愛媛国体施設整備事業 ３億 1504 万円
宇和学校給食センター建設事業 10 億 2359 万円

収入（税収）
H28

7万5000円
H27

7万2000円
対前年度比

4.2％
支出 74万4000円 68万9000円 8.0％
　・普通建設事業費 19万9000円 14万1000円 41.0％
   ・人件費 11万4000円 11万3000円 0.6％
   ・物件費   9万5000円 9万2000円 3.1％
   ・公債費 8万4000円 9万1000円 -7.2％
   ・扶助費 8万3000円 7万8000円 6.5％
   ・繰出金 8万2000円 7万6000円 7.7％
   ・補助費等 7万4000円 6万7000円 9.7％
   ・その他 1万3000円 3万1000円 -59.2％

平成 28 年度

予 算
平成 28 年度当初予算が決まりました。一般会計当初
予算額は 300 億 5800 万円。前年度比 17 億 1400 万円
の増（6.0％増）となっています。特別会計も合わせ
た総額は 446 億 961 万円です。
　ここでは市財政の柱となる一般会計当初予算を中
心に、概要を紹介します。

人
件
費
や
建
設
事
業
費
を

今
後
ど
う
抑
制
し
て
い
く
か

　

歳
出
予
算
を
性
質
別
に
見
る
と
、
汚
泥

再
生
処
理
施
設
整
備
事
業
や
宇
和
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど
に
よ
り
、
普

通
建
設
事
業
費
が
22
億
４
４
０
９
万
円
増
。

全
体
予
算
の
増
額
に
大
き
く
起
因
し
て
い

ま
す
。

　

割
合
で
は
義
務
的
経
費
と
呼
ば
れ
る
人

件
費
（
15
・
３
％
）、公
債
費
（
11
・
３
％
）、

扶
助
費
（
11
・
１
％
）
を
合
わ
せ
る
と

37
・
７
％
。
投
資
的
経
費
と
呼
ば
れ
る
普

通
建
設
事
業
費
（
26
・
８
％
）、
災
害
復

旧
事
業
費
（
０
・
１
％
）
を
合
わ
せ
る
と

26
・
９
％
、
そ
の
他
の
経
費
が
35
・
４
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
体
に
お
け
る
割
合
が
大
き
く
、
見
直

し
が
必
要
な
人
件
費
、
普
通
建
設
事
業
費

を
い
か
に
抑
制
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課

題
と
言
え
ま
す
。　

　

平
成
28
年
度
の
予
算
は
、
財
政
の
健
全

化
を
維
持
し
な
が
ら
西
予
市
の
未
来
に
つ

な
げ
て
い
く
予
算
と
し
て
計
上
し
ま
し

た
。
建
設
計
画
の
中
で
、
現
在
継
続
的
に

進
め
て
い
る
事
業
の
実
施
や
地
方
創
生
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
昨
年
度
に
見
直
し
た
予
算

編
成
の
手
法
を
さ
ら
に
改
善
し
、
部
局
単

位
の
調
整
額
や
自
主
性
を
広
げ
て
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。
特
に
地
方
創
生
や
将
来

に
向
け
て
の
改
革
に
役
立
て
る
こ
と
を
積

極
的
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

問　

財
政
課
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
０
２

歳出円グラフの主な内訳

性質別歳出予算 当初予算を市民１人あたりで見てみると…

特定財源
124億1282万円

（41.3％）
自主財源

52億6080万円
（17.5％）

県支出金
21億6329万円

（7.2％）

繰入金
10億9274万円

（3.6％）

地方消費税交付金
6億3840万円（2.1％）

その他
4億830万円
（1.4％）

分担金及び負担金
2億3247万円（0.8％）

地方譲与税
2億4570万円（0.8％）

諸収入
3億346万円（1.0％）

使用料及び手数料
2億9540万円（1.0％）

その他の内訳
　繰越金 2億円　　
　寄附金 3106万円
　財産収入 9270万円
　自動車取得税交付金 3633万円
　配当割交付金 1284万円
　利子割交付金 973万円
　地方特例交付金 1123万円
　交通安全対策特別交付金 738万円
　株式等譲渡所得割交付金 703万円

歳入
300億5800万円 地方交付税

125億円
（41.6％）

市税
30億1297万円

（10.0％）

自主財源以外
247億9720万円

（82.5％）

市債
58億8630万円

（19.6％）

国庫支出金
32億

7897万円
（10.9％）

一般財源
176億4518万円

（58.7％）

総務費
27億8782万円

議会費
2億338万円（0.7％）

予備費
3000万円（0.1％）

歳出
300億5800万円

災害復旧費
3530万円
（0.1％）

公債費
34億1143万円

諸支出金
3億467万円
（1.0％）

（23.7％）

（13.3％）

（9.8％）

（9.3％）

（8.1％）

（6.4％）

（14.3％）

（11.3％）

民生費
71億1102万円

消防費
19億1667万円

衛生費
39億8353万円

土木費
24億3963万円

農林水産業費
29億5602万円

商工費
5億5094万円
（1.8％）

労働費
2101万円
（0.1％）

教育費
43億658万円
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本庁
◆部長級
　宗正弘 新 総務部長 旧 総務部長（併）公営企業部長
◎三好敏也 新 公営企業部長 旧 総務課長（併）選挙管理委員会書記長

◎酒井信也 新 生活福祉部長 ( 兼 ) 福祉事
務所長

旧

環境衛生課長（兼）宇和清掃セン
ター長（兼）野村クリーンセンター
施設長（兼）東部衛生センター施
設長（兼）城川清掃センター施設
長（兼）西部衛生センター施設長

◎山口正人 新 会計管理者(兼)会計課長 旧 情報推進課長
◆課長級
　宇都宮裕 新 総務課長 ( 併 ) 選挙管理委員会書記長 旧 危機管理課長
◎垣内俊樹 新 危機管理課長 旧 三瓶教育課長補佐(兼)教育庶務係長
◎冨永誠 新 税務課長 旧 議会事務局次長(兼)庶務係長
◎宇都宮明彦 新 情報推進課長 旧 財政課長補佐
　片山武彦 新 監理用地課長(併)公営企業部局契約担当 旧 教育総務課長
◎三瀨文丈 新 工事検査監 旧 建設課長補佐

◎一井健二 新
環境衛生課長（兼）宇和清掃センター
長（兼）野村クリーンセンター施設長（兼）
東部衛生センター施設長（兼）城川清掃セン
ター施設長（兼）西部衛生センター施設長

旧
社会福祉課長補佐（兼）
社会福祉係長（兼）西予
市福祉総合相談センター
次長

◎兵頭健二 新 健康づくり推進課長（兼）宇和保健センター長 旧 健康づくり推進課長補佐

★河野祐子 新 福祉課長（兼）西予市福祉
総合相談センター所長 旧 社会福祉課長（兼）西予市

福祉総合相談センター所長
◎小玉浩幸 新 長寿介護課長 旧 高齢福祉課長補佐
　三瀬功 新 農業水産課長 旧 野村支所産業建設課長
◎三瀬計浩 新 林業課長（兼）西予市林業活性化センター長 旧 農業水産課長補佐
　岩瀬布二夫 新 建設課長 旧 下水道課長
　時谷正 新 下水道課長 旧 工事検査監
◆課長補佐級

　兵頭章夫 新 総務課長補佐（兼）秘書係長 旧
総務課長補佐（併）選挙管理委員会事務
局書記（併）固定資産評価審査委員会事
務局書記（併）公平委員会事務局長

◎麓寿春 新 総務課長補佐（併）選挙管理委員会
事務局書記（併）固定資産評価審査委員
会事務局書記（併）公平委員会事務局長

旧 選挙管理委員会事務局書
記（兼）選挙係長

◎山崎德博 新 税務課長補佐（兼）管理収納係長 旧 税務課専門員（兼）市民税係長
◎山下みさと 新 情報推進課長補佐（兼）地域情報係長 旧 情報推進課専門員（兼）行政情報係長
　山住哲司 新 財政課長補佐 旧 総務課長補佐（兼）人事給与係長（兼）秘書係長

◎宇都宮博 新 市民課長補佐（兼）人権対策室長 旧 福祉事務所社会福祉課専門員（兼）
西予市福祉総合相談センター係長

　森本美重 新 健康づくり推進課保健師長（兼）課長補佐 旧 健康づくり推進課保健師長（兼）健康推進係長

◎長野静香 新 福祉課長補佐（兼）西予市
福祉総合相談センター次長

旧 高齢福祉課専門員（兼）
障害福祉係長

★宇都宮積矢 新 福祉課長補佐 旧 社会福祉課長補佐
　浅野幸彦 新 長寿介護課長補佐 旧 三瓶支所生活福祉課長補佐（兼）三瓶授産場長
◎武内幸希典 新 経済振興課長補佐（兼）産業創出係長 旧 経済振興課専門員（兼）産業創出係長
　久保田修 新 農業水産課長補佐 旧 野村教育課長補佐（兼）教育庶務係長

　中城多喜恵 新 林業課長補佐 旧 林業課長補佐（兼）西予市
林業活性化センター次長

◎水野直樹 新 建設課長補佐 旧 野村支所産業建設課専門員（兼）建設係長

　富永一彦 新 野村病院事務局事務長補佐
（兼）庶務係長（兼）会計係長

旧 市民課人権対策室長

人 事 異 動
４月１日付けで発令しました。

◎昇任　★組織改編と職名の見直しによる異動
（★については係長級以上のみ掲載）

◎木崎真近 新 農業委員会事務局次長（兼）農政係長 旧 明浜支所総務課副主幹（兼）地域係長
◆係長級
◎三瀬一也 新 総務課人事給与係長 旧 総務課専門員

◎井上裕基 新 総務課総務管財係長（併）
選挙管理委員会事務局書記

旧 三瓶支所総務課専門員

　瀧川健二 新 税務課市民税係長 旧 城川支所総務課専門員（兼）税務係長
◎上甲宏之 新 情報推進課行政情報係長 旧 市民課専門員
　村上英治 新 監理用地課用地登記係長 旧 総務課専門員（兼）総務管財係長（併）選挙管理委員会事務局書記
◎中井圭介 新 まちづくり推進課地域振興係長 旧 遊子川公民館主事（併）城川支所遊子川出張所専門員
　土居吉一 新 市民課人権対策室人権擁護係長 旧 野村教育課専門員（兼）生涯学習係長
　源琢哉 新 環境衛生課環境衛生係長 旧 消防本部消防総務課専門員（兼）消防団係長
　末盛桂子 新 福祉課社会福祉係長 旧 水道課専門員（兼）業務係長
★酒井淳二 新 福祉課生活保護係長（兼）査察指導員 旧 社会福祉課専門員（兼）生活保護係長（兼）査察指導員
◎河野友紀 新 福祉課障がい福祉係長 旧 高齢福祉課専門員
★二宮厚彦 新 福祉課子育て支援係長 旧 社会福祉課専門員（兼）子育て支援係長
★矢野直子 福祉課子育て支援係保育担当係長 社会福祉課専門員(兼)子育て支援係保育担当係長
　三好和義 新 西予市総合福祉相談センター係長 旧 西予市民病院事務局専門員（兼）庶務係長
★大野本敦 新 長寿介護課高齢者包括ケア係長 旧 高齢福祉課専門員（兼）高齢者包括ケア係長
　橋本欽司 新 長寿介護課介護保険係長 旧 城川支所生活福祉課専門員（兼）健康福祉係長
★村田真理 新 長寿介護課介護保険係担当係長 旧 高齢福祉課専門員（兼）介護保険業務係長
　濵田信也 新 農業水産課漁港水産係長 旧 環境衛生課専門員（兼）環境衛生係長
　谷本めぐみ 新 水道課業務係長 旧 市民課専門員（兼）市民係戸籍担当係長
　竹内寿男 新 西予市民病院事務局庶務係長 旧 会計課専門員（兼）出納係長
◎河野晃子 新 西予市民病院事務局医事係担当係長 旧 西予市民病院事務局専門員
◎西森潤 新 会計課出納係長 旧 会計課専門員
　篠藤 武士 新 選挙管理委員会事務局書記

（兼）選挙係長
旧 野村支所総務課専門員（兼）総

務係長（併）野村支局選挙係長
◆主任級

◎三好一樹 新
総務課主任（併）選挙管理委
員会事務局書記（併）固定資
産評価審査委員会事務局書記

旧 総務課主査（併）選挙管理
委員会事務局書記

　角藤展行 新
総務課主任（併）選挙管
理委員会事務局書記（併）
公平委員会事務局書記

旧 財政課専門員

　山本裕樹 新 財政課主任 旧 教育総務課専門員
　徃田剛 新 まちづくり推進課主任 旧 建設課専門員
　西村由起 新 市民課主任 旧 城川支所生活福祉課専門員
◎宇都宮千春 新 市民課主任 旧 市民課主査
　中井由紀子 新 市民課主任 旧 野村支所生活福祉課専門員
◎清家桂子 新 市民課主任 旧 市民課主査
◎三好祐介 新 環境衛生課主任 旧 環境衛生課主査
◎松本史子 新 福祉課主任 旧 社会福祉課主査
◎竹内健 新 福祉課主任（兼）社会福祉主事 旧 社会福祉課主査（兼）社会福祉主事
　光沖真治 新 農業水産課主任 旧 生涯学習課専門員（兼）西予市中央公民館主事
◎兵頭忠 新 林業課主任 旧 林業課主査
◎安部田雅也 新 水道課主任 旧 水道課主査
◆主査級
　岡野真美 新 税務課主査 旧 学校教育課主査
◎田村奈美 新 税務課主査 旧 税務課主事
◎清水昭吾 新 情報推進課主査 旧 情報推進課主事
◎松下香奈 新 財政課主査 旧 財政課主事

◎山下元紀 新 ま ち づ く り 推 進 課 ジ オ
パーク推進室主査

旧 まちづくり推進課ジオ
パーク推進室主事

　橋本直美 新 総合政策課主査 旧 総務課付主査（派遣：愛媛県）
　河野みのり 新 長寿介護課主査 旧 三瓶支所生活福祉課主査
◎沖野優 新 長寿介護課主査 旧 税務課主事
◎和氣新五 新 林業課技師 旧 建設課技師
　清家淑恵 新 建設課主査 旧 税務課主査
◎梶原千生 新 監査事務局書記 旧 監査事務局書記
◆主事級
　井上理沙 新 税務課主事 旧 総務課付主事（派遣：愛媛県後期高齢者医療広域連合）
　石本めぐみ 新 福祉課主事 旧 建設課主事
　西村昌之 新 福祉課主事（兼）社会福祉主事 旧 生涯学習課田之筋公民館主事
　芝陽介 新 福祉課主事（兼）社会福祉主事 旧 城川支所産業建設課主事

　三瀬史弥 新 農業水産課主事（兼）西予
市農業支援センター勤務 旧 野村教育課横林公民館主事（併）

野村支所横林出張所主事
　冨永温彦 新 農業水産課技師 旧 建設課技師
　宮崎輝和 新 林業課主事 旧 下水道課主事

明浜支所
◆課長補佐級

　一川幸二 新 総務課長補佐（併）選挙管
理委員会明浜支局長

旧 農業委員会事務局次長（兼）
農政係長

　網干健二 新 産業建設課長補佐 旧 産業建設課長補佐（兼）産業係長

◎江尻金哉 新 産業建設課長補佐 旧 産業建設部農業水産課専門
員（兼）漁港水産係長

◆係長級
◎崎本周作 新 総務課地域係長 旧 教育部明浜教育課狩江公民館主事

　宇都宮由美 新 生活福祉課市民生活係長 旧 福祉事務所高齢福祉課専門
員（兼）介護保険管理係長

　中村昌二 新 生活福祉課市民生活係担当係長 旧 産業建設課長補佐
　宇都宮義憲 新 産業建設課産業係長 旧 三瓶支所産業建設課専門員（兼）水道係長
◆主任級

◎髙岡健蔵 新 高山歯科診療所主任（兼）
生活福祉課主任 旧 高山歯科診療所主査

◆保健師

　武内あゆみ 新 生活福祉課保健師 旧 生活福祉部健康づくり推
進課保健師

野村支所
◆課長級

　宇都宮一雄 新 生活福祉課長（兼）野村保健福祉
センター長（兼）野村児童館長 旧 福祉事務所高齢福祉課長

◎辻信一 新 産業建設課長 旧 産業建設部林業課長補佐
◆課長補佐級

　酒井康次 新 産業建設課長補佐（兼）
野村シルク博物館長補佐 旧 産業建設部経済振興課長

補佐
◆係長級

　山崎博志 新 総務課総務係長（併）野
村支局選挙係長 旧 総務部監理用地課専門員

（兼）用地登記係長
◎松本幸祐 新 産業建設課建設係長 旧 産業建設部林業課専門員
◆主任級
　兵頭勝昭 新 生活福祉課主任 旧 生活福祉課専門員（兼）市民生活担当係長
　稲垣将人 新 生活福祉課主任 旧 総務部情報推進課専門員
◎渡邊利彦 新 産業建設課主任 旧 産業建設課主査

　南錠治 新 産業建設課主任 旧
教育部野村教育課貝吹公民館
主事（併）野村支所貝吹出張
所専門員（併）大和田地区環
境改善センター専門員

◆主査級

　三瀬洋平 新 産業建設課主査 旧 教育部野村教育課渓筋公民館主事
（兼）野村支所渓筋出張所主査

◆保健師
◎宇都宮弥生 新 生活福祉課主任保健師 旧 生活福祉部市民課上級保健師
城川支所
◆課長級

◎河野栄二 新 生活福祉課長（兼）城川保
健福祉センター長 旧 公営企業部野村病院事務局事務長

補佐（兼）庶務係長（兼）会計係長
◆課長補佐級

　岩本博文 新 総務課長補佐（兼）税務係長（併）
選挙管理委員会城川支局長 旧 総務課長補佐（兼）総務係長（併）

選挙管理委員会城川支局長
　紙崎順一 新 産業建設課長補佐 旧 産業建設課長補佐（兼）建設水道係長
◆係長級

　森岡光雄 新 総務課総務係長（併）城
川支局選挙係長 旧 教育部城川教育課ギャラリ

ーしろかわ専門員係長

　横山哲也 新 総務課地域係長 旧 総務課専門員（兼）地域係
長（併）城川支局選挙係長

　兵頭典子 新 生活福祉課健康福祉係長 旧 企画財務部まちづくり推進課
専門員（兼）地域振興係長

◎松本知也 新 産業建設課建設水道係長 旧 産業建設課専門員
◆主任級
　赤松満良 新 生活福祉課主任 旧 明浜支所生活福祉課専門員

　加藤聖也 新 建設課技師 旧 農業水産課技師
　河野有香 新 西予市民病院事務局主事 旧 西予市民病院看護部看護師
　山本菜摘 新 会計課主事 旧 高齢福祉課主事
◆保健師
◎佐々木靖子 新 健康づくり推進課保健師長 旧 市民課上級保健師（兼）国保年金担当係長

◎井上理恵 新 長寿介護課保健師長（兼）
高齢者包括ケア係担当係長

旧 高齢福祉課上級保健師（兼）
高齢者包括ケア担当係長

◎山下弘子 新 健康づくり推進課主任保健
師（兼）健康推進係長

旧 健康づくり推進課上級保健師

　福岡美緒 新 健康づくり推進課上級保健師 旧 明浜支所生活福祉課上級保健師

三瓶支所
◆部長級
◎西本喜代人 新 三瓶支所長（兼）三瓶支所総務課長 旧 産業建設部農業水産課長
◆課長補佐級

　河野千恵香 新 生活福祉課長補佐（兼）二及診
療所事務長（兼）三瓶授産場長 旧 総務部総務課付課長補佐（派

遣　西予市社会福祉協議会）
　中川伸二 新 産業建設課長補佐 旧 二及診療所事務長
◆係長級
◎小野恵 新 生活福祉課市民生活係長 旧 福祉事務所高齢福祉課専門員
◎宇都宮未央 新 二及診療所係長 旧 総務課専門員
◎山本新也 新 産業建設課水道係長 旧 産業建設課専門員
◆主任級
　安藤彰祥 新 総務課主任 旧 教育部教育総務課専門員
　水野佳広 新 三瓶授産場主任 旧 生活福祉課専門員
◆主査級

　山本周平 新 総務課主査 旧 福祉事務所社会福祉課主
査（兼）社会福祉主事

◎播間真理子 新 生活福祉課主査 旧 生活福祉課主事
　和家利代 新 産業建設課主査 旧 明浜支所産業建設課主査
◆主事級
　小池一徳 新 生活福祉課主事 旧 産業建設部下水道課主事
　中田舞 新 生活福祉課主事 旧 教育部生涯学習課石城公民館主事
◆看護師
◎井上英子 新 二及診療所上級看護師 旧 二及診療所看護師
◆保健師
◎宮本美紀 新 生活福祉課上級保健師 旧 生活福祉課保健師
保育園・保育所
◆課長級
◎宇都宮惠子 新 野村保育所長 旧 高山保育所長
◆課長補佐級
　森田洋子 新 石城保育園長 旧 野村保育所副所長
　木下初子 新 高山保育所長（兼）俵津保育所長 旧 俵津保育所長
◎宇都宮美紀子 新 土居保育所長（兼）魚成保育所長 旧 土居保育所長
◆係長級
　吉住朱美 新 三瓶保育園主任保育士 旧 教育部野村幼稚園教諭
◆一般職員
　佐藤知子 新 俵津保育所保育士 旧 多田保育園保育士
◎赤松まなみ 新 魚成保育所保育士 旧 魚成保育所保育士
◎山下真由美 新 魚成保育所保育士 旧 石城保育園保育士
派遣

　三瀬穗津美 新 総務部総務課付保健師長（派
遣：西予市社会福祉協議会）旧 野村支所生活福祉課保健

師長

　冨永時蔵 新 総務部総務課付主任（派
遣：愛媛県） 旧 福祉事務所社会福祉課専

門員（兼）社会福祉主事

　西谷佳真 新 総務部総務課付主事（派
遣：愛媛県東京事務所） 旧 教育部生涯学習課多田公

民館主事

　白崎幸恵 新 総務部総務課付主事（派遣：愛
媛県後期高齢者医療広域連合） 旧 教育部生涯学習課宇和公

民館主事

　稲田行寛 新 総務部総務課付主事（派遣：地
域活性化センター（東京）) 旧 教育部文化体育振興課主事

教育委員会
◆課長級
◎沖村智 新 教育総務課長 旧 文化体育振興課長補佐
◆課長補佐級

　宇都宮正記 新
生涯学習課長補佐（兼）人権教育
係長（兼）宇和地区総括公民館長

（兼）西予市中央公民館主事
旧 生活福祉部市民課長補佐

◎鈴木友三郎 新 西予市民図書館長補佐 旧 生涯学習課専門員（兼）人権教育係長

　浅井裕史 新 文化体育振興課長補佐 旧 生涯学習課長補佐（兼）
宇和地区総括公民館長

　井関聖二 新 野村教育課長補佐（兼）教育
庶務係長（兼）生涯学習係長 旧 野村支所産業建設課長補佐（兼）

野村シルク博物館長補佐
　伊井健一 新 城川教育課長補佐（兼）教育庶務係長 旧 総務部税務課長補佐（兼）管理収納係長

◆主査級
◎山口夏樹 新 総務課主査 旧 総務課主事
　冨田篤志 新 産業建設課主査 旧 総務部税務課主査
◆主事級
　田渕里奈 新 生活福祉課主事 旧 教育部文化体育振興課主事補
　井上一善 新 産業建設課主事 旧 企画財務部まちづくり推進課主事
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◆主任級
　片山裕介 新 教育総務課主任 旧 企画財務部総合政策課専門員
◎中村忠史 新 生涯学習課主任 旧 生涯学習課主査

　森本裕恵 新 生涯学習課主任（兼）西
予市中央公民館主事 旧 野村支所産業建設課専門員

　柿原稔広 新 生涯学習課田之筋公民館主事 旧 産業建設部農業水産課専門員
◎辰己英作 新 文化体育振興課主任 旧 文化体育振興課主査
◎兒玉洋志 新 文化体育振興課主任 旧 文化体育振興課主査

　西村吉仁 新 文化体育振興課国民体育
大会推進室主任 旧 総務部総務課付専門員

（派遣：愛媛県）
◎萩原武志 新 明浜教育課高山公民館主事 旧 明浜教育課高山公民館主事
　清家卓 新 野村教育課主任 旧 野村教育課野村公民館主事
◎佐尾優 新 野村教育課野村公民館主事 旧 野村支所産業建設課主査

　名本拓朗 新 野村教育課渓筋公民館主事
（併）野村支所渓筋出張所主任 旧 産業建設部林業課専門員

◎兵頭智 新 野村教育課中筋公民館主事
（併）野村支所中筋出張所主任 旧 野村教育課中筋公民館主事

（併）野村支所中筋出張所主査

　久保田学 新 城川教育課遊子川公民館主事
（併）城川支所遊子川出張所主任 旧 城川支所産業建設課専門員

◎松田望 新 城川教育課土居公民館主事
（併）城川支所土居出張所主任 旧 城川教育課土居公民館主事

（併）城川支所土居出張所主査

◎宇都宮雅己 新 城川教育課高川公民館主事
（併）城川支所高川出張所主任 旧 城川教育課高川公民館主事（併）

城川出張所高川出張所主査
◆主査級

　井上純 新 教育総務課主査 旧 三瓶支所生活福祉課主査
（兼）三瓶授産場勤務

◎平田茂雄 新 明浜教育課狩江公民館主事 旧 生活福祉部市民課主事

◎山口勝範 新 野村教育課貝吹公民館主事（併）
野村支所貝吹出張所主査（併）大
和田地区環境改善センター主査

旧 産業建設部農業水産課主事
（兼）農業支援センター勤務

　川上裕 新 野村教育課横林公民館主事
（併）野村支所横林出張所主査

旧 福祉事務所高齢福祉課主査

◎牧野和愛 新 三瓶教育課三瓶文化会館主査 旧 三瓶教育課三瓶文化会館主事
◆主事級

　木下麻由 新 生涯学習課主事（兼）西
予市中央公民館主事 旧 産業建設部経済振興課主事

　川中彩加 新 生涯学習課多田公民館主事 旧 総務部税務課主事
　清家宗一郎 新 生涯学習課石城公民館主事 旧 総務部税務課主事
　酒井彩乃 新 生涯学習課宇和公民館主事 旧 城川支所生活福祉課主事補
　兵頭祥平 新 文化体育振興課主事 旧 福祉事務所高齢福祉課主事
　冨永真央 新 城川教育課ギャラリーしろかわ主事 旧 福祉事務所社会福祉課主事
幼稚園
◆課長級
◎井石一恵 新 野村幼稚園長 旧 野村幼稚園主任教諭
◆課長補佐級
★藤井千鶴 新 野村幼稚園指導主任教諭 旧 野村幼稚園主任教諭
◆係長級
◎尾上千恵 新 野村幼稚園主任教諭 旧 野村幼稚園教諭
◎篠藤奈美 新 惣川幼稚園主任教諭 旧 惣川幼稚園教諭
◆一般職員
　上杉勝 新 惣川幼稚園教諭 旧 福祉事務所高山保育所保育士
市立西予市民病院
医療職
◆課長補佐級
★小谷恭二 新 診療部臨床工学技士長 旧 診療部技師長（臨床工学技士）
◆係長級
◎菅家真善美 新 看護部主任看護師 旧 看護部上級看護師
◎山内雅樹 新 看護部主任看護師 旧 看護部上級看護師
◆係長相当級
★三好康夫 新 診療部上級診療放射線技師 旧 診療部診療放射線技師
★濵田麗 新 診療部上級理学療法士 旧 診療部理学療法士

◆一般職員
　毛利有美 新 診療部臨床検査技師 旧 野村病院診療部臨床検査技師
◎志賀岳人 新 地域連携室社会福祉士 旧 地域連携室社会福祉士
市立野村病院
医療職
◆課長補佐級
★河野浩邦 新 診療部理学療法士長 旧 診療部技師長（理学療法士）
　兵頭愛 新 看護部看護師長 旧 つくし苑診療部看護師長
◆係長級
　渡辺智恵子 新 診療部主任理学療法士 旧 つくし苑診療部主任理学療法士
◎片山雪江 新 診療部主任管理栄養士 旧 診療部管理栄養士
◆係長相当級
★中岡友香 新 診療部上級薬剤師 旧 診療部薬剤師
　出水万友美 新 看護部上級看護師 旧 西予市民病院看護部上級看護師
　眞田真由美 新 看護部上級看護師 旧 つくし苑診療部上級看護師
◎角藤宏美 新 看護部上級看護師 旧 看護部看護師
◎吉見和通 新 看護部上級看護師 旧 看護部看護師
◎清水和見 新 看護部上級看護師 旧 看護部看護師
◎棟田奈津美 新 看護部上級看護師 旧 看護部看護師
◎黒田豊 新 診療部上級作業療法士 旧 診療部作業療法士
◆一般職員
　井関愛子 新 診療部管理栄養士 旧 明浜支所生活福祉課栄養士
　中川結喜 新 診療部臨床検査技師 旧 西予市民病院診療部臨床検査技師
つくし苑
医療職
◆課長補佐級
　窪前里美 新 診療部看護師長 旧 野村病院看護部看護師長
◆係長級
　濵田公男 新 診療部主任理学療法士 旧 野村病院診療部主任理学療法士
◆係長相当級
　十川まさみ 新 診療部上級看護師 旧 野村病院看護部上級看護師
介護職
◆係長級
★渡邊結花 新 介護部介護福祉士長 旧 介護部介護員
★門脇忍 新 介護部介護福祉士長 旧 介護部介護員
★薬師神瑞穂 新 介護部介護福祉士長 旧 介護部介護員
★中岡裕二 新 介護部介護福祉士長 旧 介護部介護員
★那須雄大 新 介護部介護福祉士長 旧 介護部介護員
◆一般職員
◎酒井豊和 新 介護部介護福祉士 旧 介護部介護員
消防本部　　☆階級昇任、◎職務昇任

◆部長級
司令長☆◎西川傳 新 消防長 旧 消防署長
◆課長級
司令　　清家兼二 新 消防次長（兼）西予市消防署長 旧 消防総務課長（兼）総務係長
司令　　佐藤克也 新 消防総務課長（兼）総務係長 旧 防災課長（兼）通信指令担当
司令◎樫本高明 新 防災課長 旧 消防総務課長補佐（兼）庶務係長
◆課長補佐級
司令　　竹田明夫 新 消防総務課長補佐（兼）庶務係長 旧 消防署野村支署長補佐（兼）庶務係長

司令補◎坂本弘治 新 通信指令室長（兼）通信指令係長
（兼）消防救急デジタル無線担当 旧 消防署第１小隊長

◆係長級

　三好俊一郎 新 消防総務課消防団係長 旧 明浜支所生活福祉課専門員
（兼）市民生活係長

司令補☆大竹章由 新 防災課救急係長（兼）西予市
消防署第１小隊先任分隊長 旧 消防署第１小隊先任分隊長

◆主事級
副士長　藤田力也 新 防災課主事（兼）通信指令担当 旧 消防署野村支署第２小隊分隊員
消防署　　
◆課長補佐級
司令☆時谷德明 新 消防署長補佐（兼）通信指令担当 旧 消防署明浜出張所長

司令補☆◎植木宏次 新 第２小隊長 旧 消防本部防災課予防係長
（兼）通信指令担当

司令補　　德山隆 新 野村支署第１小隊長 旧 野村支署第２小隊長
司令補☆◎平達也 新 野村支署第２小隊長 旧 野村支署第１小隊先任分隊長
◆係長級　　分隊長
司令補☆　加藤光夫 新 第２小隊先任分隊長 旧 消防本部防災課救急係長（兼）西

予市消防署第２小隊先任分隊長
士長　　中川正勝 新 第１小隊分隊長 旧 第２小隊分隊長
士長　　福島直哉 新 第２小隊分隊長 旧 野村支署第２小隊分隊長
士長　　金子佑樹 新 第２小隊分隊長 旧 第１小隊分隊長
　　　　　　副分隊長
士長　　渡邊洋介 新 野村支署第１小隊副分隊長 旧 消防署第２小隊副分隊長
士長◎　三好勝也 新 野村支署第１小隊副分隊長 旧 消防署第１小隊分隊員
士長　　楠昌憲 新 野村支署第２小隊副分隊長 旧 野村支署第１小隊副分隊長
士長◎土居弘樹 新 野村支署第２小隊副分隊長 旧 消防署第２小隊分隊員
　　　　　　分隊員
士長　　宇都宮裕人 新 第２小隊分隊員 旧 第１小隊分隊員
士長☆　吉良敦 新 野村支署第１小隊分隊員 旧 野村支署第１小隊分隊員
士長☆　山本愛 新 第１小隊分隊員（兼）通信指令担当 旧 第１小隊分隊員
士長　　家森俊輔 新 野村支署第２小隊分隊員 旧 消防署第２小隊分隊員
副士長☆篠藤友斗 新 野村支署第２小隊分隊員 旧 野村支署第２小隊分隊員
副士長　　立山諒 新 第１小隊分隊員 旧 野村支署第１小隊分隊員
消防士   伊井裕一 新 野村支署第１小隊分隊員 旧 消防署第１小隊分隊員
消防士   福井誠二 新 野村支署第１小隊分隊員 旧 消防署第２小隊分隊員
消防士   吉見俊哉 新 第２小隊分隊員 旧 野村支署第１小隊分隊員
消防士   岡田穣二 新 第１小隊分隊員 旧 第２小隊分隊員
消防士   兵頭賢紀 新 第２小隊分隊員 旧 第１小隊分隊員

新規採用職員
◆一般行政職
　渡邊ひかる 配属 総務部税務課主事
　毛利和志 配属 総務部税務課主事
　末光いくみ 配属 総務部情報推進課主事
　赤松和也 配属 生活福祉部市民課主事
　古窪優太 配属 福祉事務所福祉課主事
　兵頭福嗣 配属 福祉事務所長寿介護課主事
　千葉未来 配属 産業建設部経済振興課主事
　山下優姫 配属 産業建設部経済振興課主事
　末光孝紘 配属 産業建設部建設課主事
　南部太輔 配属 産業建設部下水道課主事
　鈴木翔子 配属 教育部文化体育振興課主事
◆土木技師
　橋本哲志 配属 産業建設部建設課技師
◆保育士
　淺野佳織 配属 福祉事務所多田保育園
　三好望 配属 福祉事務所石城保育園
　楠千夏 配属 福祉事務所高山保育所
　河野麻美 配属 福祉事務所野村保育所
　金繁芽瑠 配属 福祉事務所野村保育所
　岩本侑也 配属 福祉事務所土居保育所
　三好冬馬 配属 福祉事務所三瓶保育園
◆消防職
消防士　宇都宮浩人 配属 西予市消防署第１小隊分隊員・消防学校初任教育課程入校
消防士　松本凌希 配属 西予市消防署第１小隊分隊員・消防学校初任教育課程入校
消防士　山本健太 配属 西予市消防署第２小隊分隊員・消防学校初任教育課程入校
消防士　吉田渉悟 配属 西予市消防署第２小隊分隊員・消防学校初任教育課程入校
◆医師
　小黒邦彦 配属 公営企業部西予市民病院診療部内科医員
　志賀和子 配属 公営企業部西予市民病院診療部内科医員
　原和也 配属 公営企業部西予市民病院診療部内科医員

◆看護師
　渡邉アリサ 配属 公営企業部西予市民病院看護部看護師
　粟野由香 配属 公営企業部西予市民病院看護部看護師
　井伊多恵子 配属 公営企業部西予市民病院看護部看護師
　福島理沙 配属 公営企業部西予市民病院看護部看護師
　稲垣香 配属 公営企業部西予市民病院看護部看護師
　上甲恵子 配属 公営企業部西予市民病院看護部看護師
　大沼芙沙子 配属 公営企業部西予市民病院看護部看護師
　清水美奈 配属 公営企業部西予市民病院看護部看護師
　名本良恵 配属 公営企業部野村病院看護部看護師
　山師育子 配属 公営企業部野村病院看護部看護師
◆保健師
　牧野祥子 配属 生活福祉部健康づくり推進課保健師
　橋本良子 配属 生活福祉部健康づくり推進課保健師
◆介護福祉士
　三好竜也 配属 公営企業部つくし苑介護部介護福祉士
　角藤和也 配属 公営企業部つくし苑介護部介護福祉士
　井関貢 配属 公営企業部つくし苑介護部介護福祉士
退職者　　　3/31 付発令

◆定年退職
　横山博文 旧任 生活福祉部長（兼）福祉事務所長
　奥野柳之介 旧任 会計管理者（兼）会計課長
　菊池直 旧任 消防本部消防長
　坂本康司 旧任 三瓶支所長（兼）三瓶支所総務課長
　三好雅晴 旧任 総務部税務課長
　西口和彦 旧任 総務部監理用地課長（併）公営企業部局契約担当
　吉川多賀子 旧任 生活福祉部健康づくり推進課長（兼）宇和保健センター長
　谷口喜彦 旧任 産業建設部林業課長（兼）西予市林業活性化センター長
　松田裕司 旧任 産業建設部建設課長
　大野和美 旧任 野村支所生活福祉課長（兼）野村児童館長（兼）野村保健福祉センター長
　吉見健二 旧任 城川支所生活福祉課長（兼）城川保健福祉センター長
　吉住一弥 旧任 三瓶支所産業建設課主幹
　河野学 旧任 教育部城川教育課主幹（兼）教育庶務係長
　髙月悦子 旧任 福祉事務所野村保育所主幹（兼）所長
　兵頭美穂 旧任 教育部野村幼稚園主幹（兼）園長
　泉美恵子 旧任 福祉事務所石城保育園長
　河野多美恵 旧任 福祉事務所魚成保育所長
　兵頭利香 旧任 公営企業部野村病院診療部主任管理栄養士
　原井川一幸 旧任 西予市消防署長補佐
　谷口德行 旧任 西予市消防署野村支署城川出張所長
　柴田美佐惠 旧任 教育部惣川幼稚園主任教諭
　山下栄子 旧任 西予市民図書館長補佐
　小田原千鶴 旧任 公営企業部西予市民病院看護部上級准看護師
　兵頭一男 旧任 公営企業部つくし苑介護部介護員
　松本三代子 旧任 福祉事務所多田保育園調理員
◆普通退職
　兵頭美香 旧任 三瓶支所生活福祉課専門員（兼）市民生活係長
　濵田千春 旧任 三瓶支所二及診療所上級准看護師
　山内美穂 旧任 公営企業部西予市民病院診療部薬剤師
　松澤夏彦 旧任 総務部総務課主事（併）選挙管理委員会事務局書記
　上甲一徹 旧任 産業建設部農業水産課主事
　楠美鈴 旧任 公営企業部野村病院看護部看護師
　梶原秋代 旧任 公営企業部西予市民病院看護部主任看護師
　淺井知佳 旧任 公営企業部西予市民病院看護部看護師
◆医師
　真部速夫 旧任 明浜支所高山歯科診療所歯科医員
　兵頭靖秋 旧任 公営企業部野村病院診療部眼科部長
　寺野友美 旧任 公営企業部西予市民病院診療部内科医員

教育委員会

　兵頭俊也 新 三瓶教育課長補佐（兼）
教育庶務係長

旧 総務部情報推進課長補佐
（兼）地域情報係長

◆係長級

　稲垣国弘 新 文化体育振興課国民体育
大会推進室総務企画係長 旧 文化体育振興課国民体育大会推

進室専門員（兼）競技運営係長

　岡田拓郎 新 文化体育振興課国民体育
大会推進室競技運営係長 旧 文化体育振興課国民体育大会推進

室専門員（兼）総務企画係長

◎松本義博 新 文化体育振興課国民体育大会
推進室競技運営係担当係長

旧 文化体育振興課国民体育大会
推進室専門員

司令☆中川祝雄 新 野村支署長補佐（兼）庶務
係長（兼）城川出張所長

旧 消防本部通信指令室長（兼）通信指令
係長（兼）消防救急デジタル無線担当

司令☆大西信介 新 明浜出張所長 旧 消防署中隊長
司令補◎宇都宮憲治 新 消防署中隊長 旧 消防署第２小隊長
◆係長級　　小隊長
司令補　山本清久 新 第１小隊長 旧 消防署野村支署第１小隊長

◆管理栄養士
　井関晃子 配属 明浜支所生活福祉課管理栄養士
◆臨床検査技師
　黒田夕子 配属 公営企業部野村病院診療部臨床検査技師
◆言語聴覚士
　井上晃 配属 公営企業部西予市民病院診療部言語聴覚士

　和氣千夏 新 看護部上級看護師 旧 野村病院看護部上級看護師
◎山口綾子 新 看護部上級看護師 旧 看護部看護師
◎浅野栄里子 新 看護部上級看護師 旧 看護部看護師
◎宇都宮桜 新 看護部上級看護師 旧 看護部看護師
◎兵頭照子 新 看護部上級看護師 旧 看護部看護師
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生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
を
重
視
し

た
「
第
２
次
西
予
市
健
康
づ
く
り
計
画

２
０
２
５
“
元
気
だ
！
せ
い
よ
”」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
平
成
16
年
度
に
完
成
し
た

第
１
次
健
康
づ
く
り
計
画
を
踏
ま
え
、
市

民
の
健
康
水
準
評
価
指
標
や
死
亡
・
介
護

原
因
、
医
療
や
健
診
の
状
況
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
た
健
康
課
題
を
元
に
定
め
た
も
の

で
す
。

　

大
き
な
柱
は
３
つ
。「
生
活
習
慣
病
の
発

症
予
防
と
重
症
化
予
防
の
徹
底
」
と
「
社

会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
身
体
機
能

の
維
持
お
よ
び
向
上
」
と
「
生
涯
に
わ
た

る
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
で
す
。

Health

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
（
妊
娠
期
、
乳
幼

児
期
、
学
童
・
思
春
期
、
青
壮
年
期
、
中

年
期
、
高
齢
期
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
市
民
が
元
気
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
、
活
力
あ
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
健※
１

康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
「
み
ん
な
が
主
役　

元
気
だ
！
せ
い
よ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
民
一
人
一
人
と
地

域
や
行
政
が
一
体
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

同
時
に
、
市
民
団
体
や
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
市
民
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

計
画
と
し
て
普
及
し
て
い
き
ま
す
。

　

計
画
の
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
１
…�

健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間

問　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
０
７

　

市
消
防
本
部
に
配
備
し
て
い
る
救
助
工

作
車
Ⅱ
型
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
３
月
17

日
（
木
）
に
更
新
し
ま
し
た
。
管
内
の
災

害
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
で
発
生
す
る
大
規

模
災
害
に
も
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
出

動
し
ま
す
。

▼
駆
動
方
式

　

四
輪
駆
動
仕
様
で
、
雪
道
や
土
砂
災
害

の
現
場
な
ど
、
悪
路
で
も
現
場
に
駆
け
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
救
助
装
置

　

前
後
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ウ
ィ
ン
チ
が
あ

り
、
事
故
車
両
の
引
き
離
し
が
迅
速
に
で

き
ま
す
。
車
両
上
部
に
は
広
範
囲
を
照
ら

せ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
装
置
が
あ
り
、
夜
間
の

救
助
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
ま
す
。
車
両

後
部
に
は
ク
レ
ー
ン
装
置
が
あ
り
、
重
量

物
の
移
動
、
高
所
や
低
所
な
ど
の
救
助
現

場
に
対
応
で
き
ま
す
。

▼
積
載
機
材

　

事
故
車
両
な
ど
金
属
を
切
断
・
拡
張
す

る
こ
と
が
で
き
る
大
型
油
圧
器
具
や
空
気

呼
吸
器
、
三
連
は
し
ご
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

資
機
材
が
あ
り
、
水
難
救
助
な
ど
で
活
用

す
る
レ
ス
キ
ュ
ー
ボ
ー
ト
も
積
載
し
て
い

ま
す
。

問　

消
防
本
部
☎
０
８
９
４
（
62
）
０
１
１
９

▼
土
居
分
館

　

新
刊
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

◉�

「
お
伊
勢
ま
い
り
」
平
岩
弓
枝
（
著
）
文

藝
春
秋
（
発
）

◉�

「
た
ん
ぽ
ぽ
団
地
」
重
松
清
（
著
）
新
潮

社
（
発
）

◉�

「
食
べ
る
野
菜
と
薬
草
」川
原
勝
征（
著
）

南
方
新
社
（
発
）

◉�

「
戦
場
の
コ
ッ
ク
た
ち
」深
緑
野
分（
著
）

東
京
創
元
社
（
発
）

◉�

「
ム
ー
ン
ナ
イ
ト
・
ダ
イ
バ
ー
」
天
童
荒

太
（
著
）
文
藝
春
秋
（
発
）

◉�

「
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
女
王
」
Ｃ
・
Ｖ
・
オ
ー

ル
ズ
バ
ー
グ
（
文
・
絵
）
江
国
香
織
（
訳
）

河
出
書
房
新
社
（
発
）

◉�

「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社

５
」
坂
本
光
司
（
著
）
あ
さ
出
版
（
発
）

◉�

「
お
ば
け
の
ケ
ー
キ
屋
さ
ん　

ひ
み
つ
の

ね
が
い
ご
と
」
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｅ
（
作
・
絵
）

マ
イ
ク
ロ
マ
ガ
ジ
ン
社
（
発
）

◉�

「
手
作
り
収
納
百
科
」
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ

ン
グ
（
発
）

　

３
月
末
で
閉
校
し
た
土
居
小
学
校
か
ら
、

一
般
・
児
童
文
学
・
絵
本
な
ど
約
８
０
０

冊
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
遊
子
川
分
館

　

遊
子
川
小
学
校
の
閉
校
に
よ
り
、
平
成

９
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
20
年
間
続
い
た
俳

句
教
室
の
幕
が
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　

俳
句
を
通
し
て
、
児
童
に
古
里
の
四
季

の
移
り
変
わ
り

や
生
活
を
言
葉

で
表
現
す
る
力

を
身
に
付
け
て

ほ
し
い
と
毎
月

１
回
程
度
続
け

ら
れ
て
き
た
も

の
。
季
語
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
や
句

の
感
想
発
表
、

地
元
の
俳
句
会

（
銀
杏
吟
社
）
の

松
浦
満
男
さ
ん
の
指
導
な
ど
で
、
素
晴
ら

し
い
句
作
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問　

市
民
図
書
館
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
２
０

　

西
予
市
歴
史
文
化
講
演
会
か
ら
、
柴
田

昌し
ょ
う
じ児

さ
ん
（
愛
媛
大
学
准
教
授
）
の
講
演

を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら
、

西
予
の
古
代
人
は
周
辺
各
地
と
交
流
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
宇
和
盆

地
を
含
む
四
国
西
南
部
に
は
、
西
南
四
国

型
土
器
と
呼
ば
れ
る
共
通
の
土
器
文
化
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
九
州
北
部
（
今
の
福

岡
県
）
で
生
産
さ
れ
た
銅
矛
が
大
分
を
経

由
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
ほ
か
大
分
の
土
器

も
出
土
し
て
い
る
た
め
、
九
州
と
の
つ
な

が
り
も
明
ら
か
で
す
。
瀬
戸
内
の
平
形
銅

剣
も
宇
和
盆
地
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

は
い
わ
ば
、
瀬
戸
内
・
九
州
・
南
海
を
つ

な
ぐ
結
節
点
だ
っ
た
の
で
す
。

　

で
は
、
当
時
の
人
々
は
ど
の
よ
う
な
船

に
乗
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
人
は
海

上
運
搬
具
と
し
て
船
を
造
り
ま
し
た
。
船

の
原
型
は
ア
シ
船
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

と
思
わ
れ
、
や
が
て
丸
太
を
く
り
抜
き
成

形
し
た
丸
木
舟
が
登
場
し
ま
す
。
そ
し
て

丸
木
舟
に
竪た

て

板い
た

や
舷げ

ん
そ
く
ば
ん

側
板
な
ど
を
付
加
し

た
準
構
造
船
に
発
展
し
ま
す
。

　

松
山
市
樽た

る

み味
高
木
遺
跡
や
、
今
治
市

新に

や谷
森
ノ
前
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
に

描
か
れ
た
船
の
絵
、
古
墳
時
代
の
船
型

埴は

に

わ輪
か
ら
推
察
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
時
代

に
準
構
造
船
が
造
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
。

実
際
、
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
準
構
造
船
の

船
材
か
ら
裏
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
韓
国
で
ク
ス
ノ
キ
製
の
舷
側
板

（
３
世
紀
末
～
４
世
紀
初
頭
）
と
準
構
造
船

を
転
用
し
た
棺ひ

つ
ぎ

（
５
世
紀
末
）
が
出
土
し

て
い
ま
す
。
日
本
で
製
作
さ
れ
た
準
構
造

船
が
、
は
る
ば
る
海
を
渡
っ
て
朝
鮮
半
島

へ
と
長
距
離
移
動
し
た
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
愛
媛
県
内
で
は
、
松
山
市
平

田
七し

ち

た

ん

ぢ

反
地
遺
跡
か
ら
、
平
安
時
代
（
12
世

紀
後
半
）
の
木
造
船
の
一
部
が
井
戸
枠
と

し
て
転
用
さ
れ
た
も
の
が
出
土
し
て
い
ま

す
。

問　

文
化
体
育
振
興
課

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
１
６

　　　　　　　保健だより

　　 　《　健康づくり計画、完成　》

Fire station

               《　市民の命を災害から守る　》

　　消防署だより

Book
　　　　　   図書館だより

                     《　新刊案内　》

Culture

            《　西予古代人、船に乗り海を渡る　》

　　文化財だより

照明器具
夜間の災害現場で活
躍。高さ地上 6 ｍま
で上がり、約 100 ｍ
先まで照射可能。

クレーン装置
重量物排除に活躍。
最大吊り上げ量約
2.9 トン。

収納スペース
迅速な活動ができるよ
うに、多種多様な資機
材を整理して積載
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休 日 当 番 医

変更となる場合があります。念のため医療機関へ確認の上お出かけください。

５月 奇数日が野村病院
偶数日が西予市民病院

西予市民病院☎ 0894(62)1121
市立野村病院☎ 0894(72)0180
二次救急は中症～重症患者の受け入れをする医療機関です。検
査・入院・手術が必要な場合に備え、医師と外来看護師が当直
し、検査・放射線技師が待機して救急医療にあたっています。

５月 １日(日) 上甲耳鼻咽喉科(卯之町一丁目)
☎0894(62)0012

５月 ３日(火) かどた医院(卯之町五丁目)
☎0894(62)6722

５月 ４日(水) 二宮医院(卯之町二丁目)
☎0894(62)0144

５月 ５日(木) 矢野整形外科(卯之町三丁目)
☎0894(62)6698

５月 ８日(日) 高千穂医院（宇和町上松葉）
☎0894(62)5009

５月15日（日） 近藤医院（卯之町一丁目）
☎0894(62)2311

５月22日（日） 土居内科（宇和町上松葉）
☎0894(69)1285

５月29日（日） 松多クリニック（宇和町稲生）
☎0894(62)6655

宇和・明浜地区

５月 １日(日) 井関医院　(野村町野村)
☎0894(72)0030

５月 ３日(火) 野村病院　(野村町野村)
☎0894(72)0180

※４日は一次救急のため検査不可
５月 ４日(水)
５月 ５日(木)

５月 ８日(日) 宇都宮内科　(野村町野村)
☎0894(72)3333

５月15日（日） 野村病院　(野村町野村)
☎0894(72)0180

※22日は一次救急のため検査不可
５月22日（日）
５月29日（日）

野村・城川地区

５月 １日(日)

八幡浜急患センター(八幡浜市大平)
☎0894(24)1199

５月 ３日(火)
５月 ４日(水)
５月 ５日(木)
５月 ８日(日)
５月15日（日）
５月22日（日）
５月29日（日）

三瓶地区

　

西
予
市
民
病
院
の
２
階
に
は
、
ピ
ン
ク

色
と
ク
リ
ー
ム
色
に
分
け
ら
れ
た
２
つ
の

病
棟
が
あ
り
ま
す
。

　

外
科
系
（
主
に
外
科
・
泌
尿
器
科
・
整

形
外
科
）
は
元
気
の
出
る
明
る
い
ピ
ン

ク
、
内
科
系
は
落
ち
着
い
て
療
養
で
き
る

ク
リ
ー
ム
色
。
こ
こ
は
急
な
入
院
も
多
く
、

中
に
は
救
急
車
で
来
ら
れ
た
人
も
い
ま
す
。

　

自
分
や
家
族
の
具
合
が
悪
く
な
っ
て
救

急
車
の
お
世
話
に
な
る
と
、
誰
も
が
慌
て

て
家
を
出
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
、

お
薬
手
帳
や
薬
を
持
参
さ
れ
る
と
、
ど
ん

な
治
療
を
受
け
て
い
る
の
か
判
断
が
つ
き

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

体
一
つ
で
救
急
車
に
乗
せ
ら
れ
る
た
め
、

Hospital

　

県
内
で
は
詐
欺
の
被
害
・
被

害
額
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

▼
特
殊
詐
欺
被
害
状
況
（
平
成
27
年
度
）

　

市
内
で
は
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、

架
空
請
求
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺

な
ど
合
計
６
件
発
生
。
被
害
額

は
約
１
８
０
０
万
円
。

　

県
内
で
は
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、

架
空
請
求
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺
、

融
資
保
証
金
詐
欺
な
ど
合
計

１
２
０
件
発
生
。
被
害
額
は
約

Living

５
億
３
０
０
０
万
円
。

　

被
害
に
あ
う
き
っ
か
け
の
大

半
は
電
話
で
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
お

金
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
お
金
が
ら
み
の
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
と
き
は
１
人

で
判
断
せ
ず
、
家
族
や
警
察
な

ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

警
察
事
務
募
集

▼
受
験
資
格

　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
で

21
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人
な
ど
。

▼
受
付
期
間

　

５
月
16
日（
月
）～
６
月
３
日（
金
）

▼
一
時
試
験

　

６
月
26
日
（
日
）
予
定

問　

西
予
警
察
署

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
０
１
１
０

                  《　備えあれば憂いなし　》

　　  西予市民病院だより

　

実
際
の
相
談
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
は
市
内
在
住
の
60
代

男
性
。
あ
る
日
、
無
料
で
日
用

品
を
配
っ
て
い
る
会
場
に
た
く

さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
の

で
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
で
の

説
明
は「
今
は
販
売
し
な
い
」「
気

に
入
っ
た
ら
来
月
か
ら
新
聞
チ

ラ
シ
を
入
れ
る
の
で
、
そ
れ
で

注
文
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
こ

と
。
日
用
品
を
無
料
で
も
ら
っ

た
後
、
さ
ら
に
介
護
予
防
商
品

の
試
供
品
が
抽
選
で
も
ら
え
る

と
言
わ
れ
、
応
募
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
「
40
万
円
の
健
康
器

具
を
今
日
だ
け
は
特
別
に
18
万

円
で
販
売
す
る
」「
が
ん
が
治

る
」
な
ど
と
説
明
さ
れ
、
健
康

不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
話
を
聞

か
さ
れ
た
Ａ
さ
ん
。
そ
の
た
め

「
健
康
器
具
を
買
っ
て
で
も
試
供

品
が
ほ
し
い
人
」
と
言
わ
れ
た

と
き
に
思
わ
ず
挙
手
を
し
て
し

ま
い
、
当
選
し
ま
し
た
。
業
者

は
最
初
「
来
月
か
ら
し
か
販
売

し
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
の
に
、

即
日
全
額
を
支
払
う
よ
う
に
と

言
っ
て
き
ま
し
た
。

▼
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

　

特
定
商
取
引
法
で
は
、
最
初
に

何
の
勧
誘
か
説
明
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
業
者
が

そ
れ
を
告
げ
て
い
る
か
よ
く
確
認

し
、
安
易
に
会
場
に
近
寄
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
１
２
８
５

《　無料には気をつけて　》

警察署＆消費生活センター

《　詐欺の被害、増えています　》

　

平
成
23
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
も
５

年
を
終
え
、
今
年
度
か
ら
名
称
も
新
た
に

「
地
域
発
『
せ
い
よ
地
域
づ
く
り
』
事
業
」

と
し
て
第
２
期
目
に
突
入
し
ま
し
た
。

　

名
称
の
変
更
に
は
「
自
分
た
ち
の
地
域

を
、
自
分
た
ち
の
手
で
」
と
い
う
西
予
市

の
基
本
理
念
を
さ
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
、

加
速
さ
せ
て
い
く
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
手
上
げ
型
交
付
金
制
度
の
新
設
が

そ
の
目
玉
で
す
。

　

現
在
、
各
地
域
づ
く
り
組
織
で
は
多
く

の
住
民
が
集
い
、
ア
イ
デ
ア
出
し
や
事
業

化
に
向
け
た
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
以
前
に
も
ま
し
て
女
性
や
若
者
の
参

画
も
増
え
て
き
ま
し
た
。「
地
域
づ
く
り
は

Region

み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
行
っ
て
い
く
も

の
」
と
い
う
意
識
が
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

▼
手
上
げ
型
交
付
金
、
５
月
か
ら
申
請
開
始

　

今
回
新
設
し
た
手
上
げ
型
交
付
金
の
申

請
受
付
を
、
５
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
、
各
地
域
で
事
前
相
談
会
も
実

施
。
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
地
域
づ
く

り
組
織
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問

〈
宇
和
地
区
〉
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
０
３

〈
明
浜
地
区
〉
支
所
総
務
課
☎
（
62
）
１
２
８
０

〈
野
村
地
区
〉
支
所
総
務
課
☎
（
72
）
１
１
１
２

〈
城
川
地
区
〉
支
所
総
務
課
☎
（
82
）
１
１
１
３

〈
三
瓶
地
区
〉
支
所
総
務
課
☎
（
33
）
１
１
１
１

　　　　　 地域づくりなう

 《　自分たちの地域を、自分たちの手で　》

履
物
が
な
い
こ
と
に
後
で
気
付
く
こ
と
も

多
い
で
す
。
災
害
へ
の
備
え
と
同
じ
よ
う

に
、
入
院
も
い
ざ
と
い
う
時
の
準
備
が
必

要
で
す
。

　

体
が
つ
ら
い
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か

不
安
―
。
入
院
生
活
に
伴
う
苦
痛
や
心
配

に
寄
り
添
い
、
看
護
し
て
い
き
ま
す
。
お

困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
ス
タ
ッ

フ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
脳
神
経
外
科
外
来
、
始
ま
り
ま
し
た

　

担
当
は
梶
浦
医
院
（
松
山
市
）
の
脳
神

経
外
科
部
長 
宇
都
宮
利
史
医
師
。
毎
週
木

曜
日
の
午
前
中
に
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
西
予
市
民
病
院
☎
０
８
９
４
（
62
）
１
１
２
１

小児在宅当番での外科治療は対応困難なため、けがなどの
場合は当日の外科系当番医か救急病院をご利用ください。

小児科
５月 １日(日) 亀井小児科(大洲市東大洲)

☎0893(24)3757

５月 ３日(火) おおむら小児科(内子町城廻)
☎0893(44)7117

５月 ４日(水) 八幡浜急患センター(八幡浜市大平)
☎0894(24)1199

５月 ５日(木) 守口小児科(八幡浜市産業通)
☎0894(24)7770

５月 ８日(日) 大洲ななほしクリニック(大洲市東若宮)
☎0893(25)7710

５月15日（日） 山下小児科(宇和町伊賀上)
☎0894(62)6801

５月22日（日） 八幡浜急患センター(八幡浜市大平)
☎0894(24)1199

５月29日（日） ごとう小児科(大洲市東大洲)
☎0893(23)0510
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情報掘り出し市自分にピッタリ
きっと見つかる

　不妊治療のうち体外受精と顕微授精（特
定不妊治療）を受けている夫婦に対し、４
月から治療費の一部を助成しています。

▶対象者
　愛媛県特定不妊治療費助成事業の助成決
定を受け、夫婦ともに西予市に住民票があ
り、夫婦のいずれか一方が１年以上前から
西予市に住所を有し、市税を滞納していな
い法律上の婚姻している夫婦
▶助成額
　市ホームページをご覧いただくか、お問
い合わせください。
問　健康づくり推進課☎ 0894（62）6407

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

　

持
ち
家
住
宅
の
増
改
築
工
事
や
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
。

　

今
年
度
は
60
戸
の
予
定
。
受
付
先
着
順

で
、
定
数
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

▼
対
象
者

◉�

自
分
が
所
有
し
て
住
ん
で
い
る
住
宅
の

工
事
を
行
う
人（
親
・
子
の
住
宅
を
含
む
）

◉�

市
内
に
住
所
が
あ
り
（
ま
た
は
工
事
完

了
後
に
市
民
に
な
る
人
）
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
人

◉�

過
去
に
こ
の
事
業
の
補
助
を
受
け
て
い

な
い
住
宅
の
所
有
者
・
居
住
者

▼
対
象
住
宅

◉
市
内
に
あ
る
一
戸
建
て
住
宅

◉
建
築
後
10
年
以
上
経
過
し
て
い
る
住
宅

◉�

併
用
住
宅
の
居
住
部
分
（
延
床
面
積
の

過
半
以
上
が
居
住
部
分
で
あ
る
こ
と
）

◉
共
同
住
宅
の
専
有
部
分

◉�

過
去
に
こ
の
事
業
の
補
助
を
受
け
て
い

な
い
住
宅

▼
対
象
工
事

　

費
用
が
20
万
円
以
上
（
消
費
税
と
地
方

消
費
税
を
含
む
）
で
、
市
内
に
本
店
や
支
店

の
あ
る
建
築
業
者
な
ど
が
施
工
す
る
も
の

▼
対
象
と
な
ら
な
い
工
事

◉�

公
共
工
事
の
施
工
に
伴
う
補
償
費
の
対

象
と
な
る
も
の

◉
門
や
塀
な
ど
の
外
構
工
事

◉�

他
の
補
助
制
度
を
利
用
す
る
場
合
、
重

複
計
上
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の

▼
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
１
以
内
で
、

最
高
20
万
円
を
限
度
。
市
産
材
を
床
材
や

壁
材
、
天
井
材
の
仕
上
げ
材
に
使
用
し
た

場
合
は
５
０
０
０
円
／
㎡
を
加
算
し
、
最

高
５
万
円
を
限
度
。
た
だ
し
対
象
工
事
費

に
市
産
材
工
事
費
は
含
ま
な
い
。

▼
受
付
期
間

　

５
月
10
日
（
火
）
～
９
月
30
日
（
金
）

問　

建
設
課
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
１
０

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
の
一
部
を

補
助
。
今
年
度
は
18
戸
の
予
定
（
受
付
先

着
順
）。

　

事
前
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
住

宅
の
建
築
年
度
や
構
造
な
ど
、
分
か
る
範

囲
で
お
教
え
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者

▼
対
象
住
宅

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
木
造
住
宅

◉�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
一
戸
建
て
住
宅
（
枠
組
み
壁
工
法
・

丸
太
組
工
法
・
大
臣
な
ど
の
特
別
な
認

定
を
得
た
工
法
は
対
象
外
）

◉�

階
数
が
２
階
以
下
で
、
延
べ
面
積
が

５
０
０
㎡
以
下
の
も
の

◉�

専
用
住
宅
（
共
同
住
宅
と
長
屋
住
宅
は

対
象
外
）
か
併
用
住
宅
（
延
べ
面
積
の

過
半
部
分
が
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
も
の
）
の
ど
ち
ら
か

▼
対
象
と
な
る
診
断

　

愛
媛
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
務
所
の

登
録
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
が
、
愛
媛

県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

情　報

information market

掘り出し市

自分にピッタリな情報きっと見つかる！

補助金
づ
き
実
施
す
る
耐
震
診
断

▼
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
で
最

高
２
万
円
を
限
度

▼
受
付
期
間

　

４
月
１
日（
金
）～
平
成
29
年
１
月
31
日（
火
）

問　

建
設
課
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
１
０

問　

建
設
課
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
１
０

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
の
一
部
を

補
助
。
今
年
度
は
６
戸
の
予
定
（
受
付
先

着
順
）。

　

事
前
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
住

宅
の
建
築
年
度
や
構
造
な
ど
、
分
か
る
範

囲
で
お
教
え
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者

▼
対
象
住
宅

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
木
造
住
宅

◉�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
一
戸
建
て
住
宅
（
枠
組
み
壁
工
法
・

丸
太
組
工
法
・
大
臣
な
ど
の
特
別
な
認

定
を
得
た
工
法
は
対
象
外
）

◉�

階
数
が
２
階
以
下
で
、
延
べ
面
積
が

５
０
０
㎡
以
下
の
も
の

◉�

専
用
住
宅
（
共
同
住
宅
と
長
屋
住
宅
は

対
象
外
）
か
併
用
住
宅
（
延
べ
面
積
の

過
半
部
分
が
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
も
の
）
の
ど
ち
ら
か

◉�

既
存
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
実
施

し
、
評
価
を
受
け
た
結
果
、
補
強
が
必

要
な
住
宅

▼
対
象
と
な
る
工
事

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
も
の

◉�

愛
媛
県
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
実
施
す
る
耐
震
改

修
工
事

◉�

愛
媛
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
務
所
の

登
録
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
が
工
事

監
理
を
行
う
こ
と

◉�
耐
震
改
修
工
事
業
者
は
建
設
業
法
第
３

条
第
１
項
に
規
定
す
る
許
可
（
建
築
工
事

業
）
を
受
け
た
業
者
で
、
愛
媛
県
木
造
住

宅
耐
震
改
修
登
録
事
業
者
で
あ
る
こ
と

▼
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
以
内
で
最
高
１
１
４
万

円
を
限
度

▼
受
付
期
間

　

４
月
１
日（
金
）～
平
成
29
年
１
月
31
日（
火
）

問　

建
設
課
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
１
０

　老朽化した危険空き家の倒壊による被害を防止し、
災害発生時に緊急避難路などを閉塞することを防ぐ
ため、除却工事費用の一部を補助します。

▶対象となる建物
　市内に存在し、現に使用されておらず、今後も居住の
見込みがない住宅で次の要件を満たすもの。
◉�住宅地区改良法に基づく不良度判定を行った結果、

評価の合計が 100 以上となるもの
◉�次のいずれかに該当する住宅で、倒壊すれば敷地

と道路との境界線を越え、避難などに支障をきた
す恐れがあるもの

　１）�地域防災計画の「緊急輸送道路」または「避難路」
の沿道に位置する住宅

　２）�耐震改修促進計画の「避難路」沿道に位置する
住宅

　３）�津波避難計画の「避難路」沿道に位置する住宅
　４）�建築物（住宅を含む）が立ち並んでいる道の

沿道に位置する住宅
▶対象者
　危険空き家の所有者または相続権者で、市税など
の滞納がない人
▶対象となる工事
◉除去工事の総額が 50 万円以上であること
◉�除去工事は建設業の許可または解体工事業の登録

を受けた市内の業者が行うものであること
▶補助金額
　補助対象費用の５分の４以内で、最高 80 万円を限度
▶受付期間　５月 10 日（火）～６月 30 日（木）
▶補助件数　10 戸の予定
▶申込方法
　除却相談を受け付けています。お気軽にご連絡く
ださい。補助対象になるかどうか確認しますので、
お越しの際は写真など現在の状態が分かる資料があ
ればご持参ください。
　　建設課☎ 0894（62）6410

危 険 空 き 家　除却費用を補助

問

特定不妊治療費を助成
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情報掘り出し市自分にピッタリ
きっと見つかる

護
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は
対
象
外
。

▼
支
給
額　

３
万
円
（
１
回
限
り
）

▼
申
請
期
間

　

４
月
１
日
（
金
）
～
７
月
１
日
（
金
）

▼
申
請
先

　

平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
、
住
民
登

録
が
さ
れ
て
い
た
市
町
村

問　

福
祉
課
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
２
８

貸付金研
修
に
行
く
と
き
の
貸
付
金

　

市
の
施
策
や
事
業
な
ど
に
関
係
の
あ
る

国
内
外
の
研
修
に
対
し
て
無
利
子
で
貸
付

を
行
い
ま
す
。
西
予
市
の
姉
妹
市
町
、
友

好
都
市
と
の
交
流
や
学
生
の
海
外
語
学
研

修
、ジ
オ
パ
ー
ク
研
修
な
ど
で
活
用
可
能
。

▼
貸
付
限
度
額

　

海
外
研
修
80
万
円
、
国
内
研
修
15
万
円

▼
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
税
に
滞
納
が

な
く
、
資
金
の
返
済
が
で
き
る
人
。

　

た
だ
し
未
成
年
者
が
研
修
す
る
場
合

は
、貸
付
対
象
者
が
保
護
者
と
な
り
ま
す
。

▼
償
還
回
数

　

海
外
研
修
60
カ
月
以
内
、
国
内
研
修
15

カ
月
以
内

問　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
０
３

ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有
調
査

　

住
宅
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
費
用
の

一
部
を
補
助
。今
年
度
は
１
棟
の
予
定（
受

付
先
着
順
）。

　

事
前
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ア

ス
ベ
ス
ト
使
用
箇
所
や
吹
き
付
け
材
の
種
別

な
ど
を
分
か
る
範
囲
で
お
教
え
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
を
行
う
住
宅
や

建
築
物
の
所
有
者

▼
対
象
住
宅

　

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
が
施
工
さ
れ

て
い
る
恐
れ
の
あ
る
住
宅
や
建
築
物

▼
補
助
金
額　

１
棟
に
つ
き
25
万
円
を
限
度

▼
受
付
期
間

　

４
月
１
日
（
金
）
～
12
月
28
日
（
水
）

問　

建
設
課
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
１
０

高
齢
者
向
け
の
給
付
金

　

高
齢
者
向
け
の
給
付
金
（
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）
は
、
賃
金
引

き
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
高
齢
者
を

支
援
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者

　

平
成
27
年
度
分
の
市
町
村
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
人
の
う
ち
、
昭
和

27
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
（
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
65
歳
以
上
に
な

る
人
）。
た
だ
し
、市
町
村
民
税（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
て
い
る
扶
養
親
族
と
生
活
保

働
く
人
へ
の
貸
付
資
金

　

働
く
あ
な
た
に
「
教
育
資
金
」
と
「
住

宅
建
設
資
金
」
を
融
資
し
ま
す
。

　

枠
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

満
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
市
内
に
居
住

し
て
い
る
勤
労
者
で
、
同
一
事
業
所
に
原

則
１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
人
。
か
つ
税

金
を
完
納
し
、
前
年
の
所
得
が
１
５
０
万

円
以
上
あ
り
、
返
済
能
力
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
人
。

▼
教
育
資
金

　

本
人
ま
た
は
本
人
の
家
族
の
教
育
に

必
要
な
資
金
を
融
資
。
融
資
限
度
額

３
０
０
万
円
以
内
。
償
還
期
間
15
年
（
据

え
置
き
６
年
）。
融
資
利
率
１
・
55
％
（
保

証
料
別
途
0.7
％
～
1.2
％
）

▼
住
宅
建
設
資
金

　

新
築
、
増
築
、
改
修
や
住
宅
用
地
購
入

な
ど
、
住
宅
関
連
の
た
め
に
必
要
な
資
金

を
融
資
。
融
資
限
度
額
１
５
０
０
万
円
。

償
還
期
間
20
年
。
融
資
利
率
は
、
固
定
金

利
選
択
型
で
融
資
実
行
時
点
の
店
頭
金
利

か
ら
マ
イ
ナ
ス
０
・
05
％
～
０
・
10
％
優

遇
。
変
動
金
利
で
「
ろ
う
き
ん
住
宅
ロ
ー

ン
」
融
資
実
行
時
点
の
店
頭
金
利
マ
イ
ナ

ス
０
・
10
％
。
保
証
料
別
途
０
・
12
％
～

０
・
36
％
。

問　

経
済
振
興
課

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
０
８

愛
媛
県
職
員

　

愛
媛
県
職
員
採
用
候
補
者
試
験（
上
級
）

を
実
施
。

▼
第
一
次
試
験
日　

６
月
26
日
（
日
）

▼
試
験
会
場

　

松
山
・
東
京
・
大
阪
の
い
ず
れ
か
で
受

験
可
能
。

▼
民
間
企
業
経
験
者

　

民
間
企
業
な
ど
で
の
職
務
経
験
者
を
対

象
と
し
た
試
験
も
実
施
。
受
験
資
格
や
申

し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
愛
媛
県
職
員
採

用
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

愛
媛
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
８
２
６

愛
媛
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

　

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
と
対
戦
。
西
予
市

マ
ッ
チ
シ
テ
ィ
の
た
め
、
西
予
市
民
な
ら

特
別
価
格
で
観
戦
可
能
。

▼
日
時

　

５
月
29
日
（
日
）
午
後
７
時
キ
ッ
ク
オ
フ

▼
場
所

　

ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
（
松
山
市
）

▼
観
戦
料
金

　

西
予
市
内
在
住
の
高
校
生
以
下
は
Ｃ

ゴ
ー
ル
裏
席
無
料
。
一
般
は
Ｃ
ゴ
ー
ル
裏

席
を
特
別
価
格
で
販
売
。

問　

文
化
体
育
振
興
課

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
１
６

四
国
せ
い
よ
朝
霧
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

５
月
３
日
（
火
）
に
開
催
。
ゲ
ス
ト
ラ

ン
ナ
ー
は
東
国
原
英
夫
さ
ん
。
２
日（
月
）

午
後
５
時
30
分
か
ら
「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
」と
題
し
て
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
開
催
。

問　

野
村
教
育
課
☎
０
８
９
４
（
72
）
１
１
１
７

未来の看護師へ奨学資金

　将来、西予市民病
院または野村病院に
勤務する意思を持つ
看護学生に無利子で
奨学資金を貸与。卒
業後、一定期間勤務
することで返還が免
除されます。
　希望する人はご連
絡ください。

▶対象者
　大学や専門学校などの看護師養成施設

（５年一貫看護師養成課程の高等学校は専
攻科）に在学中で、免許取得後に西予市
民病院または野村病院に看護師として勤
務する意思のある人
▶募集期間　４月25日（月）～６月30日（木）
▶貸与額　月額５万円
▶貸与期間
　決定した月から卒業する月まで。入学前に決
定した場合は、入学した月から卒業する月まで。
▶貸与人数　５人
▶返還免除
　卒業後、看護師などの免許を取得し西
予市民病院または野村病院で一定期間勤
務した場合、勤務期間に応じて返還を免
除。最長５年勤務することで全額免除。
▶選考方法　書類審査と面接
▶注意事項
　貸与の決定により市立病院への採用が約束
されるものではありません。採用は別途、西
予市職員採用試験を受験する必要があります。
問　西予市民病院☎ 0894（62）1121
　　野村病院☎ 0894（72）0180

募　集

　えひめ国体とリハーサル大会のボランティア＆
出店業者を募集。選手や観客を温かい心でおもて
なし、一緒にえひめ国体を盛り上げませんか。

国体ボランティア
▶活動期間
　えひめ国体のソフトボール成年女子は平成 29 年
10 月 1 日（日）～３日（火）。相撲は平成 29 年 10
月 6 日（金）～８日（日）。
　競技別リハーサル大会のソフトボール成年女子

（第 56 回全日本実業団女子ソフトボール選手権大
会）は平成 28 年７月 29 日（金）～ 31 日（日）。
相撲（第 55 回全国教職員相撲選手権大会）は平成
28 年８月 21 日（日）。
▶申込方法
　西予市国体ボランティア登録申請書（国体実行
委員会ホームページに掲載）を提出してください。

国体ボランティア
＆

リハーサル大会の出店業者を募集

リハーサル大会の出店業者
▶ソフトボール成年女子
　（第56回全日本実業団女子ソフトボール選手権大会）
　場所：宇和球場、宇和運動公園多目的広場
　期間：平成 28 年 7 月 29 日（金）～ 31 日（日）
　予備日：８月 1 日（月）
　時間：午前９時～競技終了まで
▶相撲　（第 55 回全国教職員相撲選手権大会）
　場所：乙亥会館
　日程：平成 28 年８月 21 日（日）
　時間：午前９時～競技終了まで
▶出店料　テント１張りあたり１万円（市内業者5000円）
▶申込方法　出店申請書に関係書類を添え提出
▶申請期限
　ソフトボール競技は５月 31 日（火）まで。相撲
競技は６月 30 日（木）まで。
問　国民体育大会推進室☎ 0894（62）6416

催　し
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広
　
報
　
文
　
芸

▪
漢
詩
▪

▼
東
宇
和
吟
社

浜
田　

松し
ょ
う
ほ哺

人
生 

五
十 

功
無
き
を
愧は

ず

ず
と

佳か

く句
に
懐お

も

い
を
同
じ
う
し
て
道
此こ

こ

に
中
ば
な
り

幸
い
に
家か

じ
ん人
朋ほ

う
ゆ
う友
の
健
や
か
な
る
を
謝
し

小
花 

倶と
も

に
発ひ

ら

く
べ
し
春
風
を
望
め
ば

▪
短
歌
▪

▼
三
瓶
短
歌
会

ベ
ラ
ン
ダ
に
米
粒
を
置
き
雀
待
つ

来
た
よ
来
た
よ
と
夫め

お
と婦
で
見
入
る込

山　

洋
子

雪
が
降
る
ス
ー
パ
ー
で
並
ぶ
菜
の
花
は

春
が
近
い
と
笑
っ
て
い
る
よ  

川
崎
不
二
子

ア
ア
初は

つ
ね音
裏
の
竹
藪
よ
り
聞
こ
ゆ

何
と
愛
し
き
舌
足
ら
ず
な
り　

宇
都
宮
光
子

▪
俳
句
▪

▼
田
之
浜
俳
句
会

春し
ゅ
ん
ち
ょ
う
潮
に
背
な
洗
わ
る
る
亀
の
岩

中
山　

萬
綱

枝
毎ご

と

に
柿
の
新
芽
の
す
く
す
く
と山

本
つ
る
子

初
恋
の
猫
の
一
途
を
押
し
通
す

二
宮
八
千
代

▼
た
わ
ら
ご
俳
句
会

卆
業
を
思
え
ば
寂
し
師
の
笑
顔

小
濱　

喜き
し
ゅ
う洲

卆
寿
に
も
心
の
張
り
や
衣
替　

清
家
つ
ね
み

春
塵
を
払
う
遺
品
の
碁
盤
か
な　

水
野　

千せ
ん
じ
ょ女

　▼
宇
和
は
ご
の
木
句
会

老
梅
の
花
の
乏
し
く
わ
が
身
ふ
と上

甲　

純
子

風
あ
つ
め
光
あ
つ
め
て
雪
柳　

大
野　

都
子

夕
暮
れ
の
菜
の
花
明
か
り
水
明
か
り

大
竹
八
千
代

▼
山
田
よ
も
ぎ
句
会

野
い
ち
ご
の
白
き
一
輪
見
つ
け
た
り

平
家
三
倭
子

卒
寿
迎
え
過
ぎ
し
日
遠
し
春
一ひ

と
ひ日伊

勢
本
和
子

改
築
の
下
遊
子
茶
堂
桜
待
つ　

三
好
く
に
こ

▼
笹
句
会

庭
通
る
度
に
草
引
く
手
癖
か
な

竹
田　

佐
保

膝
病
み
て
小
さ
き
雛
の
み
飾
り
け
り

一
宮
し
お
り

啓け
い
ち
つ蟄
や
母
の
手
厚
く
節
く
れ
て

笹
田　

通
子

▼
い
ず
み
句
会

遠
く
見
る
ほ
ど
に
明
る
き
花
菜
の
黄

三
瀬　

教み
ち
よ世

漂
う
て
ば
か
り
雛ひ

い
な

の
流
れ
ざ
る

山
本　

照
美

新
し
き
生く

ら
し活
始
ま
る
木
々
芽
吹
く菊

池　

共
子

後期高齢者の
医療保険料が変わります

　後期高齢者の医療保険料は、２年に１度見直し
が行われています。愛媛県後期高齢者医療広域連
合では、被保険者の保険料負担をできる限り増や
さないよう財政安定化基金を活用することとした
上で、平成 28・29 年度の保険料を改定しました。
▶保険料の計算方法

　　　　　　＝　　　　　　+

　（）内は平成 26・27 の数値

▶軽減もあります
　世帯の所得水準に応じて、均等割額を最大 9 割
軽減します。総所得金額から 33 万円を差し引いた
金額が 58 万円以下の人は、所得割額を５割軽減。
制度加入前日に、会社の健康保険などの被扶養者
だった人は所得割額の負担はなく、均等割額が９
割軽減されます。
▶社会全体で制度を支えています
　医療機関窓口などで支払った金額を除いた費用
を、公費（国・県・市町の負担金）で５割、現役
世代の保険料で４割、残りの１割を被保険者の保
険料で負担し、社会全体で後期高齢者医療制度を
支えています。問　市民課☎ 0894（62）6405

保険料（年額）

限度額57万円
（57 万円）

※ 10 円未満切捨て

均等割額
４万 6308 円

（４万 5231 円）

所得割額
[ 総所得金額 -33

万円 ] ×所得割率
9.16％（9.05％）

知っ得
情　報

学
生
は
年
金
保
険
料
を
免
除

　

20
歳
以
上
は
学
生
で
あ
っ
て
も
国
民
年

金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学

院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
と
各
種
学
校
（
修
業

年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
籍
す

る
学
生
な
ど
で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
で
あ
る
こ
と

▼
免
除
承
認
期
間　

４
月
～
翌
年
３
月

▼
再
申
請

　

平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の

人
に
は
、
３
月
末
に
基
礎
年
金
番
号
な
ど

が
印
字
さ
れ
た
は
が
き
形
式
の
申
請
書
が

届
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
返
送
す
る
こ
と

で
継
続
し
て
申
請
が
で
き
ま
す
。

問　

宇
和
島
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
９
５
（
22
）
５
４
４
０

経
済
セ
ン
サ
ス
が
始
ま
り
ま
す

　

６
月
か
ら
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
全
国
全
て
の
事
業
所
や
企

業
を
対
象
に
実
施
す
る
わ
が
国
唯
一
の
調

査
で
、
結
果
は
国
の
各
種
行
政
施
策
や
地

域
の
産
業
振
興
、
商
店
街
の
活
性
化
な
ど

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
は
５
月
末
ま
で
に
届
き
ま
す
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
開
始

　

今
回
か
ら
、
簡
単
で
安
心
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

問　

情
報
推
進
課

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
０
４

講　座手
話
講
座

　

初
心
者
大
歓
迎
。
市
内
に
住
所
が
あ
る

人
、
市
内
で
働
い
て
い
る
人
な
ら
誰
で
も

受
講
可
能
。
全
35
回
で
、
市
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
を
兼
ね
て
い
る
講
座
で
す
。

▼
日
時

　

５
月
31
日
（
火
）
～
平
成
29
年
２
月
21
日

（
火
）
の
火
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
30
分

▼
場
所　

市
教
育
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
費
用　

３
２
４
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
申
込
期
限　

５
月
13
日
（
金
）

問　

福
祉
課
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
２
８

ミ
セ
ス
キ
ッ
チ
ン
講
座

　

食
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
実
習
で
は
ナ
ン
や
カ
レ
ー
、
お
せ
ち

料
理
な
ど
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時

　

６
月
８
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
か
ら

全
７
回
。毎
月
１
回
、第
１
水
曜
日
に
開
催
。

▼
場
所　

市
教
育
保
健
セ
ン
タ
ー
ほ
か

▼
費
用　

３
５
０
０
円（
市
外
研
修
は
別
途
）

▼
定
員　

28
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
期
限　

５
月
18
日
（
水
）

問　

生
涯
学
習
課
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
１
５

不動産業者、市職員の３者で行います
　③登録完了
　④市と不動産業者の両方のホームページに掲載
▶空き家を借りたい・買いたい人
　情報を随時「西予市空き家情報ページ」に掲載
していきます。ご確認ください。見ることができ
ない人はお問い合わせください。
▶空き家を除却したい人　
　除却に関して補助があります。19 ページをご覧
ください。
問　まちづくり推進課☎ 0894（62）6403

借りたい人、 貸し
たい人の空き家情
報ページができたよ！その空き家、活用してみませんか？

　「西予市空き家情報ページ」が４月からオープン
しました。市ホームページ上の専用バナーから閲
覧可能です。
▶空家情報ページとは
　空き家の賃貸・売買を希望する所有者から提供
いただいた物件情報を、市内の登録不動産業者と
共有し、掲載していきます。
　空き家の有効活用や地域の活性化を図ることを
目的に創設しました。
▶登録物件募集中
　空き家を貸したい・売りたい人を募集中。その
空き家、活用してみませんか？登録は３年ごとに
見直します。再度申し込みも可能。
　登録手順は次のとおりです。
　①�申請書（市のホームページからダウンロード可

能。まちづくり推進課にもあります）を提出
　②��日程調整後、空き家の現状確認を行います
　��※�現状確認や査定などは所有者（または代理人）、
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３月提出分（敬称略）。親族の承諾を得て掲載しています。掲載を希望しない場合は届出の際にお申し出ください。
※この記事を営利目的に利用することを禁じます。

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

　

憲
法
週
間
（
５
月
１
日
～
７
日
）
の
行

事
の
一
環
と
し
て
無
料
法
律
相
談
所
を
開

設
。
金
銭
関
係
、
不
動
産
関
係
、
家
庭
関

係
の
悩
み
ご
と
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

５
月
10
日
（
火
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分
、
午
後
１
時
～

２
時
30
分

▼
場
所

　

松
山
地
方
裁
判
所 

宇
和
島
支
部
（
宇

和
島
市
鶴
島
町
８
番
16
号
）

▼
相
談
時
間 

30
分
以
内

問　

松
山
地
方
裁
判
所 

宇
和
島
支
部

　

☎
０
８
９
５
（
22
）
０
０
９
１

心
の
健
康
相
談
（
予
約
制
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
心
の
悩
み
と
不
安
に
、
精

神
科
医
や
保
健
師
が
応
じ
ま
す
。

▼
日
時

　

５
月
18
日
（
水
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分

▼
場
所　

市
教
育
保
健
セ
ン
タ
ー

　

予
約
先
：
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
０
７

生
活
が
苦
し
い
…

　

生
活
困
窮
・
高
齢
・
介
護
・
障
が
い
・

子
育
て
・
健
康
問
題
な
ど
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
何
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

▼
相
談
先

　

☎
０
１
２
０
（
７
１
７
）
６
７
０

　

※
電
話
料
金
無
料

問　

市
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
１
１
５
０

結
婚
相
談

　

本
人
は
も
ち
ろ
ん
親
御
さ
ん
か
ら
の
相

談
も
可
。

▼
高
山
公
民
館
（
明
浜
町
）

　

５
月
10
日
（
火
）
午
後
１
時
～
３
時

▼
教
育
保
健
セ
ン
タ
ー

　

５
月
６
日
（
金
）
午
後
４
時
～
７
時

▼
野
村
公
民
館

　

５
月
25
日
（
水
）
午
後
３
時
～
５
時

▼
三
瓶
文
化
会
館

　

５
月
15
日
（
日
）
午
後
１
時
～
３
時

行
政
相
談

　

市
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
な
ど
を
相
談
で
き
ま
す
。

▼
狩
江
公
民
館
（
明
浜
町
）

　

５
月
10
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
市
役
所
１
階
相
談
室

　

５
月
12
日
（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
２
時

▼
野
村
公
民
館

　

５
月
９
日
（
月
）
午
前
９
時
～
11
時

▼
総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　

５
月
17
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
三
瓶
支
所

　

５
月
17
日
（
火
）
午
後
１
時
～
３
時

人
権
相
談

　

差
別
的
扱
い
や
体
罰
・
い
じ
め
、
変
な
う

わ
さ
を
立
て
ら
れ
た
な
ど
を
相
談
で
き
ま
す
。

▼
総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　

５
月
17
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

心
配
ご
と
相
談

　

日
常
生
活
で
の
悩
み
ご
と
、
困
り
ご
と

な
ど
を
相
談
で
き
ま
す
。

▼
市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　

５
月
10
日
（
火
）
午
後
１
時
～
３
時

　

５
月
24
日
（
火
）
午
後
１
時
～
３
時

▼
野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

５
月
10
日
（
火
）
午
後
１
時
～
３
時

▼
総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　

５
月
17
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
市
社
会
福
祉
協
議
会 

三
瓶
支
所

　

５
月
30
日
（
月
）
午
後
１
時
～
３
時

介
護
・
福
祉
・
認
知
症
相
談

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉

用
具
の
利
用
の
こ
と
な
ど
を
相
談
で
き
ま
す
。

▼
市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　

５
月
９
日
（
月
）
午
後
１
時
～
３
時

▼
野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

５
月
11
日
（
水
）
午
後
１
時
～
３
時

▼
総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　

５
月
17
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
市
社
会
福
祉
協
議
会 
三
瓶
支
所

　

５
月
23
日
（
月
）
午
後
１
時
～
３
時
30
分

法
律
相
談
（
予
約
制
）

　

相
続
問
題
や
金
銭
貸
借
、
損
害
賠
償
な

ど
の
相
談
に
弁
護
士
が
応
じ
ま
す
。

▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
明
浜
町
）

　

５
月
13
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

予
約
先
：
市
社
会
福
祉
協
議
会 

明
浜
支
所

　

☎
０
８
９
４
（
69
）
８
０
６
６

▼
総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　

５
月
17
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

予
約
先
：
市
社
会
福
祉
協
議
会 

城
川
支
所

　

☎
０
８
９
４
（
82
）
１
２
６
６

▼
市
社
会
福
祉
協
議
会 

三
瓶
支
所

　

５
月
30
日
（
月
）
午
後
１
時
～
３
時
30
分

　

予
約
先
：
市
社
会
福
祉
協
議
会 

三
瓶
支
所

　

☎
０
８
９
４
（
33
）
３
０
４
６

登
記
相
談
（
予
約
制
）

　

土
地
の
相
続
や
贈
与
、
所
有
権
移
転
登

記
な
ど
の
相
談
に
司
法
書
士
が
応
じ
ま
す
。

▼
市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　

５
月
20
日
（
金
）
午
後
１
時
～
３
時

　

予
約
先
：
市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
２
０
０
０

お誕生おめでとう

お  く  や  み

相　談 古
典
読
書
講
座

　

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
源
氏
物

語
を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

　

毎
月
２
回
、
原
則
第
１
・
３
月
曜
日
の

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
場
所　

市
教
育
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

　

谷
岡
武
城
さ
ん
（
県
生
涯
学
習
推
進
講
師
）

問　

生
涯
学
習
課
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
１
５

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
英
会
話
講
座

　

市
内
外
問
わ
ず
、
誰
で
も
受
講
可
。
午

後
６
時
か
ら
は
初
級
ク
ラ
ス
、
７
時
か
ら

は
上
級
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
楽
し
く
学
び

ま
す
。

▼
日
程　

毎
月
１
回
、
原
則
第
２
火
曜
日

▼
場
所　

市
教
育
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

　

エ
リ
ン
さ
ん
（
外
国
語
指
導
助
手
）

問　

生
涯
学
習
課
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
１
５

国
際
教
養
講
座
（
英
会
話
）

　

世
界
的
視
野
で
物
事
を
考
え
、
世
界
に

飛
び
立
つ
子
ど
も

を
育
て
る
た
め
の

英
会
話
講
座
。
場

所
は
市
教
育
保
健

セ
ン
タ
ー
と
野
村

公
民
館
の
２
カ
所
。

▼
対
象　

幼
児
か

ら
大
人
ま
で

▼
日
時

　

市
教
育
保
健
セ
ン
タ
ー
は
毎
月
第
１
・

３
日
曜
日
の
午
後
５
時
30
分
か
ら
。
野
村

公
民
館
は
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
の
午
後

６
時
か
ら
。

▼
講
師　

松
下
文
治
さ
ん
ほ
か
４
人

▼
定
員　

宇
和
会
場
70
人
、
野
村
会
場
50
人

▼
費
用

　

年
間
１
万
２
０
０
０
円
（
前
期
６
０
０
０

円
、
後
期
６
０
０
０
円
の
分
割
可
）

問　

西
予
国
際
交
流
協
会 

事
務
局

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
６
２
０
１
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西
予
市
は
相
撲
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
成
年
女
子
）の
開
催
地
で
す えへへっ！

今回からカラーでお送りするYO！
変身したぼく、どう？かっこいい？

ぼくの絵本好評発売中☎0894（62）6408

市民のうごき（３月末現在）

※H24.7.9住民基本台帳法改正により、外国人を含む人口・世帯数を記載しています

※カッコ内は前月比

人 口

世帯数

出 生

死 亡

4万157人(-173)
男  1万8880人(-81)　女  2万1277人(-92)

1万8441世帯(+16)
　
20人(+5)
男  11人(+3)　女  9人(＋2)

62人(+9)
男  29人(+1)　女  33人(+8)

Geopark

　

桂
川
渓
谷
は
川
沿
い
に
遊
歩
道
や
キ
ャ

ン
プ
場
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
ク
の
コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
る

場
所
で
す
。
滝
や
川
が
自
在
に
変
化
す
る

姿
と
、
湿
っ
た
岩
の
上
な
ど
に
自
生
す
る

イ
ワ
タ
バ
コ
（
花
期
６
～
８
月
頃
）
や
ギ

ボ
ウ
シ
（
花
期
７
～
９
月
頃
）
な
ど
、
渓

谷
な
ら
で
は
の
自
然
美
を
気
軽
に
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
渓
谷
は
、
チ
ャ
ー
ト
と
い
う
硬
い

堆
積
岩
の
岩
盤
が
川
の
流
れ
で
削
ら
れ
て

で
き
た
も
の
で
す
。
チ
ャ
ー
ト
は
ガ
ラ
ス

質
の
殻
を
持
つ
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
の
遺

骸
が
海
の
底
で
体
積
し
て
で
き
た
岩
石
で
、

渓
谷
内
で
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
チ
ャ
ー
ト

が
層
状
に
体
積
し
た
様
子
が
よ
く
分
か
る

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
現
地
で
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
岸
壁
は
高
い
と
こ

ろ
で
60
ｍ
く
ら
い
あ
り
ま
す
が
、
今
の
姿

に
な
る
ま
で
ど
れ
く
ら
い
時
間
を
か
け
て

削
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
と
、
改
め

て
大
地
の
営
み
の
す
ご
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

今
年
は
、
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
に

合
わ
せ
て
、
野
村
地
域
自
治
振
興
協
議
会

が
桂
川
渓
谷
の
ジ
オ
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
案
内
で
桂
川
の
魅
力

を
じ
っ
く
り
味
わ
え
る
チ
ャ
ン
ス
。
ぜ
ひ

お
問
い
合
わ
せ
（
ほ
わ
い
と
フ
ァ
ー
ム
☎

72
‐
３
３
５
１
）
く
だ
さ
い
。

問　
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
０
３

　

い
じ
め
は
子
ど
も
の
世
界
だ
け
で
は
な

く
、
大
人
社
会
で
も
起
こ
り
ま
す
。

　

自
分
と
は
違
う
と
い
う
理
由
で
、
相
手

を
誹ひ

ぼ
う謗

中
傷
し
た
り
排
除
し
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
感
性
や
性
格
な

ど
の
違
い
を
理
由
に
、
加
害
を
正
当
化
し

て
い
る
の
が
い
じ
め
で
す
。
周
り
の
人
が

関
係
者
に
な
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
黙
認

し
た
場
合
で
も
、
い
じ
め
に
加
担
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

大
津
市
の
生
徒
が
い
じ
め
で
自
殺
し
た

後
、
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
が
平
成
26

年
に
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
い
じ
め
を
定

義
付
け
、
防
止
に
向
け
て
国
や
自
治
体
、

学
校
な
ど
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
す
。

　

第
４
条
に
は
「
児
童
等
は
い
じ
め
を
行
っ

て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
の
内
容
は
犯
罪
と
同
じ
で
す
。
実

際
に
県
内
の
女
子
中
学
生
が
暴
力
行
為
法

違
反
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
、
裁
判
で
保
護

観
察
処
分
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
法
律
は
児
童
生
徒
に
か

か
わ
る
い
じ
め
が
対
象
で
す
。
大
人
を
い

じ
め
か
ら
守
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
県

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
や
松
山
地
方
法
務
局

な
ど
へ
の
相
談
が
あ
り
ま
す
。
西
予
市
で

も
毎
月
人
権
相
談
所
を
開
設
し
、
内
容
に

よ
っ
て
は
関
係
機
関
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
い
じ
め
は
今
す
ぐ
に
ス
ト
ッ
プ

　

い
じ
め
や
暴
力
行
為
な
ど
は
人
権
を
侵

害
す
る
も
の
で
あ
り
、
絶
対
に
許
さ
れ
な

い
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に

加
害
者
や
傍
観
者
は
鋭
い
人
権
感
覚
を
身

に
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
は
学
校
や
家
庭
な
ど
で
学
び

の
時
間
を
持
ち
ま
す
が
、
大
人
は
そ
の
機

会
を
逸
し
が
ち
で
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は

人
権
学
習
会
の
開
催
が
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
学
び
の
体
制
を
作
り
、
誘
い
合
っ

て
参
加
す
る
こ
と
が
い
じ
め
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。
大
人
の
本
当
の
あ
る
べ
き
姿

を
子
ど
も
た
ち
に
も
見
せ
た
い
も
の
で
す
。

問　

生
涯
学
習
課
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
１
５

　　　　  　GEO ってこー！

      《　桂川渓谷でジオツアー企画中　》

Human rights

《　大人社会のいじめ　》

　　みんなの人権ひろば

5/ 1 （日） 佐田岬灯台プレミアム100 伊方町
5/ 1 （日） 春の滑床自然観察会～5/10まで 松野町
5/ 3 （火） 第25回四国せいよ朝霧湖マラソン大会 西予市
5/ 4 （水） 海のつどい（地引網や海鮮バーベキュー） 伊方町
5/ 5 （木） いかざき大凧合戦 内子町
5/ 5 （木） 愛南ファミリー釣り大会2016 愛南町
5/ 7 （土） 南予プレミアムダイニング 愛南町
5/14（土）15（日）やわはま国際ＭＴＢレース 八幡浜市
5/20（金） 穂田るの里幻灯火～６月中旬の毎金・土 鬼北町
5/21（土） 佐田岬ふるさとウォーク2016 佐田岬半島
5/21（土） 第44回柳沢ほたるまつり～６月上旬の２週間 大洲市
5/21（土） 南楽園花菖蒲まつり～6/21まで 宇和島市
5/22（日） 愛南びやびや祭り2016 愛南町
5/28（土） 南予プレミアムダイニング 宇和島市
5/28・29 民俗芸能サミット「卯之町ブロードウェイ」西予市

Event
　　　　　えひめいやしの南予博

　　　     《　片岡愛之助さんが西予に　》

　南予各地に伝わる民俗芸能に焦点を当て、保護と次世代へ
の継承を目的としたイベント「卯之町ブロードウェイ」。県歴
史文化博物館での特別展「愛媛・お祭り博覧会 2016」と連携
して開催します。
　特別ゲストの片岡愛之助さんによる歌舞伎舞踏の上演やお練
りのほか、南予の芸能文化の魅力を語るトークショーも実施。
　５月開催の南予博イベントは下のとおりです。詳しくは「え
ひめいやしの南予博」でネット検索。

5/28（土）29（日）

民俗芸能サミット
卯之町ブロードウェイ

▶特別ゲスト
　歌舞伎俳優 片岡愛之助さん
▶開催場所
　卯之町の町並み
　宇和文化会館
　県歴史文化博物館
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　いろんな土地の魚を使って来たけれど、
三瓶産は別格。どこのものよりおいしい
です。身の締りが違う。タイはお刺身や
カルパッチョに、アジは生け造りやあら
いにすると最高。こんなにおいしい魚を
育む自然は、三瓶の魅力の一つですね。
　今日は知人からタコをもらいました。
家庭でも、タコを使った少しおしゃれな
料理ができますよ。まずはすりおろした
山芋に、卵としょうゆ、酢、塩を少々入
れて、混ぜ合わせて。それをグラタン皿
に軽く流し込んだら、ぶつ切りにしたタ
コとチーズを入れて、上から再度山芋を
かけて、オーブンで 12 ～ 13 分焼けば出
来上がり。お店ではほら、こんな感じです。
　今一番楽しいこと？仕事です（笑）。以
前の同僚たちからは「どうして三瓶のよ
うな田舎に帰るの？」と随分聞かれまし
た。長男だから、ということもありますが、
帰省を決めたのはそれだけじゃない。ご
縁に恵まれたことと、このまちが好きな
ことが一番の理由。ここで働くことで少
しでもまちが元気になればうれしいです。

有
料
広
告

わ た し の 西
せ い か つ

活

　広報係６年目を迎えました。異動時 29 歳でしたが
今や 34 歳。当時取材した子たちが中学生、高校生、
社会人になる姿を見るたび「わ～！おせらしくなっ
て！」といとおしく感じています。６年の歳月、長
いようであっという間ですね。今年度も「一冊入魂」
をモットーに、一号一号心を込めて大切に作ってい
きます。あなたのことも、ぜひ取材させてくださいね。
　今号から紙面の一部がカラーになりました。「お金
がかかるんじゃないの？」と思われがちですが、実は
専用ソフトを導入し、撮影・取材・編集・レイアウト・
紙面作成の全てを係で行う（業者が行うのは印刷の
み）ことで、今までとほぼ変わらない金額で一部カ
ラー化を叶えました。生き生きとした皆さんの表情を、
今まで以上にお伝えできたらうれしいです。( 堀 )

編集後記

Love Seiyo, love my life

キーワード
Keyword

三瓶の力

西予での暮らしを楽しむ人の「西
せいかつ

活」を、ちょっとだけのぞき見。知ればきっと、毎日がもっと楽しくなる。

佐藤誠晃さん（35）＝三瓶町朝立＝
さとう・まさあき
22 歳から料理人として県内外で経験を積ん
だ後、１年前に帰省。三瓶町に居酒屋ダイ
ニング「蔵」をオープン。趣味はいろんな種
類のお酒を開拓すること。特に大好きなのは
ビール。妻と娘２人の４人家族。
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